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馬
祖
禅
と
は
な
に
か

―
―
従
来
の
説
の
批
判
と
し
て
―
―
［
中
］

松
岡
　
由
香
子

二
章　

仏
性
・
見
性
・
真
如
を
い
わ
な
い
馬
祖
禅

一
節　

馬
祖
禅
と
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

二
、『
景
徳
伝
灯
録
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

二
節　

馬
祖
以
前
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
絶
観
論
』『
心
銘
』（
牛
頭
宗
）

二
、『
伝
法
宝
紀
』

三
、『
楞
伽
師
資
記
』
と
『
修
心
要
論
』

四
、『
六
祖
壇
経
』

三
節　

馬
祖
（
七
〇
九
―
七
八
八
）
時
代
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
定
是
非
論
』『
神
会
語
録
』『
檀
語
』（
南
宗
）

二
、『
大
乗
無
生
方
便
門
』（
北
宗
）

三
、『
観
心
（
破
相
）
論
』

四
、『
歴
代
法
宝
記
』（
保
唐
宗
）
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四
節　

馬
祖
以
後
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如　

一
、『
悟
性
論
』

二
、『
血
脈
論
』
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二
章
　
仏
性
・
見
性
・
真
如
を
い
わ
な
い
馬
祖
禅

一
節
　
　
馬
祖
禅
と
仏
性
・
見
性
・
真
如

『
涅
槃
経
』
に
は
「
仏
性
」
が
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
我
と
は
即
ち
是
れ
如
来
蔵
の
義
な
り
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
は

即
ち
是
れ
我
の
義
な
り
。」（T

12,407b

）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
「
我
ア
ー
ト
マ
ン」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
公
お
お
や
けに
仏
教

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、「
如
来
秘
密
の
蔵
、
清
浄
な
る
仏
性
の
常
住
不
変
な
る
を
開
示
す
。」（410c

）
と
い
わ
れ
る
。

仏
教
は
「
無
常
・
皆
苦
・
無
我
・
寂
静
」
を
四
法
印
と
す
る
の
で
、
常
住
不
変
の
仏
性
は
、
ま
っ
た
く
正
反
対
で
あ
る
が
、

そ
も
そ
も
『
涅
槃
経
』
は
如
来
性
品
に
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
仏
教
を
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
化
す
る
た
め
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
り
、
仏
教
の
四
法
印
を
否
定
す
る
「
常
楽
我
浄
」
を
説
く
。
中
国
仏
教
に
お
い
て
は
、
そ
の
法
顕
訳
や
曇
無
讖
訳

な
ど
の
六
巻
本
『
大
般
泥
洹
経
』
か
ら
、
竺
道
生
に
よ
っ
て
最
高
の
経
典
と
さ
れ
、
慧
観
の
五
時
教
判
で
「
常
住
教
」
と
し

て
最
高
位
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ほ
ぼ
全
宗
派
が
そ
れ
を
認
め
て
き
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
村
上
俊
の
優
れ
た
論
文
「
仏
性

の
問
題
―
頓
悟
と
の
関
連
―
⑴
」
が
あ
る
。
経
師
・
論
師
は
、「
仏
性
」
を
仏
に
な
る
可
能
性
と
解
釈
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

禅
宗
で
は
「
仏
性
」
を
見
る
「
見
性
」
を
い
う
。
そ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
師
子
吼
菩
薩
品
に
「
諸
仏
世
尊
は
定
慧
等
し
き

が
故
に
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
こ
と
、
了
了
と
し
て
無
礙
な
り
」（547a

）
と
説
か
れ
、
寿
命
品
に
「
後
辺
身
の
菩
薩
、
そ

の
時
、
飲
食
を
受
け
已
に
金
剛
三
昧
に
入
る
。
こ
の
食
、
消
（
化
）
し
已
り
て
即
ち
仏
性
を
見
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を

得
。」（372b

）
と
説
か
れ
る
こ
と
に
因
る
。

ま
た
六
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
『
大
乗
起
信
論
』（
以
下
『
起
信
論
』
と
略
記
）
は
、
近
年
、
北
朝
の
中
国
人
撰
述
が
確
定

さ
れ
た
⑵
が
、
こ
の
論
に
は
、「
心
真
如
と
は
、
即
ち
是
れ
一
法
界
大
総
相
法
門
の
体
な
り
。
所
謂
、
心
性
は
不
生
不
滅
」

（T
32,576a

）
と
「
心
真
如
」
が
説
か
れ
、「
真
如
の
自
体
相
と
は
、
…
…
自
性
清
浄
心
の
義
の
故
に
」（579a

）
と
、「
自
性
清
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浄
心
」
が
説
か
れ
る
。
中
国
の
仏
教
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
が
、
初
期
禅
宗
も
強
い
影
響
を
受
け
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
馬
祖
や
馬
祖
門
下
は
「
仏
性
」「
見
性
」「
真
如
」
を
い
わ
な
い
。
そ
れ
を
『
祖
堂
集
』
と
『
伝
灯
録
』

で
見
た
い
。

一
、『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
の
語
に
は
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
は
な
い
。

『
祖
堂
集
』
の
馬
祖
の
法
嗣
で
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

百
丈
は
経
の
言
葉
と
し
て
言
及
す
る
。「
又
た
問
う
。
教
中
に
道い

う
、
了
々
と
し
て
仏
性
を
見
る
。
猶
お
文
殊
に
等
し
き

が
如
し
、
と
。
既
に
是
れ
了
々
と
し
て
仏
性
を
見
る
。
合ま

さ

に
仏
と
等
し
か
る
べ
し
。
什な

ん麼
と
為し

て
か
却
っ
て
文
殊
に
等
し

や
。
又
、
無
対
。」（272b

、『
伝
灯
録
』
に
な
し
）

問
わ
れ
た
人
は
善
勧
寺
主
で
の
ち
に
涅
槃
和
尚
と
あ
だ
名
さ
れ
た
僧
だ
か
ら
、
そ
の
経
の
一
句
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

東
寺
和
尚
は
「
見
性
」
と
「
仏
性
」
を
説
く
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
説
い
た
か
が
問
題
で
あ
る
。

「
承
相
の
崔さ

い
こ
う
い
ん

公
胤
、
其
の
風
韻
を
高
し
と
し
て
、
躬み
づ
から
師
に
問
う
て
曰
く
、
師
は
何
を
以
て
得
る
や
。
師
曰
く
、
見
性
し

て
得
た
り
と
為
す
。
公
云
く
、
師
、
見
性
す
る
や
。
師
曰
く
、
見
性
す
。
師
、
当
時
方ま

さ

に
眼
を
病
む
。
相
公
、
譏そ
し

り
て
曰

く
、
既
に
見
性
と
言
う
、
其
の
眼
、
奈い

か
ん何
。
師
云
く
、
見
性
は
眼
に
非
ず
。
眼
の
病
は
何
ぞ
害そ
こ
なわ
ん
。
相
公
、
喜
び
て
礼
拜

す
。
更
に
師
と
仏
殿
に
到
る
に
、
雀
児
の
仏
頭
上
に
在
り
て
糞
を
放
つ
を
見
て
、
相
公
問
う
。
者
箇
の
雀
児
、
還
た
仏
性
有

り
や
。
師
云
く
、
有
り
。
相
公
云
く
、
既
に
有
る
に
、
什な

ん麼
ぞ
仏
頭
上
に
向お

い
て
屙
を
為
す
や
。
師
云
く
、
他か
れ

、
若
し
無

く
ば
什な

に麼
に
因
り
て
鷄
子
頭
上
に
向
い
て
屙
せ
ざ
る
や
。
相
公
、
此
れ
よ
り
礼
拜
し
師
と
為
す
。」（288a-b

、『
伝
灯
録
』
に
な

し
）
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東
寺
和
尚
は
馬
祖
禅
が
「
即
心
是
仏
」
と
伝
わ
る
こ
と
を
慨
嘆
し
た
人
で
あ
る
。
自
ら
本
気
で
見
性
を
し
た
、
な
ど
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
相
公
が
仏
法
に
浅
い
理
解
し
か
な
い
こ
と
を
見
抜
い
て
、
自
ら
が
目
を
患
っ
て
い
る
こ
と
に
か
こ

つ
け
て
「
見
性
し
て
」
得
た
、
と
言
っ
て
み
た
。
案
の
上
、
相
公
は
「
見
性
」
を
目
で
仏
性
を
見
る
こ
と
だ
、
く
ら
い
の
理

解
し
か
な
い
。
次
は
相
公
が
、「
雀
に
仏
性
が
あ
る
か
」
と
愚
問
を
発
し
た
。
こ
の
答
え
も
、
雀
は
仏
性
が
あ
る
か
ら
、
仏

の
頭
に
糞
を
し
た
の
だ
、
と
い
う
よ
り
、
相
公
を
ま
と
も
に
相
手
に
し
て
い
な
い
揶
揄
で
あ
る
。
こ
れ
を
東
寺
の
「
見
性
」

だ
と
解
釈
す
る
の
は
、
当
を
得
て
い
な
い
。

帰
宗
章
に
は
、
座
主
神
建
の
手
紙
に
対
す
る
李
万
卷
の
論
に
「
仏
性
」「
見
性
」「
真
如
」
が
あ
る
。

「
伏
し
て
三
乗
の
至
教
を
以
て
、
一
蔵
に
厳
持
す
。
載
す
る
所
の
文
詞
、
唯
だ
仏
性
を
究
む
る
の
み
。
…
…
欝
欝
た
る
黄

花
、
争い

か

で
か
能
く
見
性
せ
ん
。
…
…
真
心
了
了
と
し
て
、
字
無
く
名
無
し
。
見
性
し
て
惺
惺
た
れ
ば
、
何
を
か
言
い
何
を
か

説
か
ん
。
…
…
学
仏
の
人
、
何
ぞ
仏
性
に
迷
わ
ん
。
…
…
真
如
、
豈
に
言
句
に
随
わ
ん
や
。」（291b-292b

、『
伝
灯
録
』
に
な
し
）

い
か
に
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
同
じ
思
想
の
言
葉
で
あ
る
か
が
よ
く
わ
か
る
。
帰
宗
の
言
葉
で
は
な
い
が
、
帰
宗

の
俗
弟
子
で
あ
っ
て
も
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
思
想
に
染
ま
っ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

「
真
如
」
は
盤
山
章
に
、「
古
人
」
の
詞
と
し
て
否
定
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
古
人
、
道い

う
、
霊
源
独
り
耀か
が
や
く
。
道

は
本
よ
り
無
生
な
り
。
大
智
は
明
に
非
ず
。
真
空
跡
を
絶
す
。
真
如
凡
聖
は
、
皆
な
是
れ
夢
言
な
り
。」（282b

、『
伝
灯
録
』

253b

）
南
泉
章
に
は
「
定
慧
等
学
。
明
見
仏
性
」
と
い
わ
れ
る
理
に
つ
い
て
の
問
い
に
あ
り
、
南
泉
の
言
葉
で
は
な
い
。

「
師
、
黄
蘗
に
問
う
、
定
慧
等
学
、
明
見
仏
性
。
こ
の
理
如い

か
ん何
。
黄
蘗
云
く
、
一
物
に
も
依
ら
ず
。」（302b

）

黄
檗
は
「
明
見
仏
性
」
と
い
う
経
の
文
句
な
ど
に
依
っ
て
い
な
い
。
た
だ
黄
檗
の
語
を
裴
休
が
編
集
し
た
『
伝
心
法
要
』

に
は
、
六
祖
の
言
葉
と
し
て
「
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
が
見
え
、「
仏
性
」
も
一
回
、「
真
如
」
も
二
回
言
及
さ
れ
る
。
編
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者
の
裴
休
は
、
以
前
に
荷
沢
宗
の
圭
峰
宗
密
に
師
事
し
て
お
り
、
宗
密
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
馬
祖
禅
に
対
す
る
ひ
ど
い
誤

解
が
あ
り
、『
伝
心
法
要
』
に
「
仏
性
、
見
性
」
な
ど
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
を
黄
檗
の
言
葉
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
黄
檗
自
身
の
言
葉
に
は
そ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、『
頓
悟
要
門
』
に
は
「
見
性
」「
仏
性
」「
真

如
」
が
説
か
れ
る
が
、
馬
祖
の
嗣
、
大
珠
懐
海
の
著
で
は
な
い
こ
と
は
こ
の
論
の
［
上
］
で
す
で
に
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
祖
堂
集
』
に
立
伝
さ
れ
る
三
十
七
名
の
馬
祖
の
弟
子
は
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
を
説
か
な
い
。

二
、『
景
徳
伝
灯
録
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

『
伝
灯
録
』
に
お
け
る
馬
祖
の
語
に
は
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
は
な
い
。

『
伝
灯
録
』
に
は
馬
祖
の
法
嗣
と
し
て
第
六
巻
三
十
七
人
、
第
七
巻
四
十
五
人
、
第
八
巻
五
十
六
人
の
名
が
上
が
る
。

巻
六
に
は
大
珠
慧
海
章
に
「
見
性
」
と
い
う
詞
が
五
回
あ
る
が
、
慧
海
の
言
葉
で
は
な
く
、
律
師
の
問
い
で
あ
る
。
し
か

も
仏
性
を
見
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
性
を
見
る
」
と
い
う
別
な
意
味
と
思
わ
れ
る
。

「
又
た
問
う
て
曰
く
、
夫
れ
経
律
論
は
是
れ
仏
語
な
り
。
読
誦
し
教
に
依
り
て
奉
行
す
。
何
が
故
に
見
性
せ
ざ
ら
ん
。
師

曰
く
、
狂
狗
の
塊
を
趁お

い
、
師
子
の
人
を
咬
む
が
如
し
。
経
律
論
は
是
れ
自
性
の
用
な
り
。
読
誦
者
は
是
れ
性
の
法
な
り
。」

（247b

）
次
は
「
仏
性
」
が
「
真
如
」
と
と
も
に
出
る
が
、『
起
信
論
』
で
い
う
「
真
如
」
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
。「
真
如
」
は

当
時
頻
繁
に
使
わ
れ
た
教
学
の
用
語
で
も
あ
る
。

「
三
蔵
法
師
有
り
て
問
う
、
真
如
は
変
易
有
り
や
。
師
曰
く
、
変
易
有
り
。
三
蔵
曰
く
、
禅
師
は
錯あ

や
まれ
る
な
り
。
師
、
卻

て
三
蔵
に
問
う
。
真
如
有
り
や
。
曰
く
、
有
り
。
師
曰
く
、
若
し
変
易
無
く
ん
ば
決
定
し
て
是
れ
凡
僧
な
り
。
豈あ

に
聞
か
ず

や
。
善
知
識
と
は
能
く
三
毒
を
迴め

ぐ
らし
て
三
聚
浄
戒
と
為
し
、
六
識
を
迴
し
て
六
神
通
と
為
し
、
煩
悩
を
迴
し
て
菩
提
と
作
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し
、
無
明
を
迴
し
て
大
智
真
如
と
為
す
、
と
。
若
し
変
易
無
く
ん
ば
三
蔵
は
真
に
是
れ
自
然
外
道
な
り
。
三
蔵
曰
く
、
若
し

爾し
か

れ
ば
真
如
は
即
ち
変
易
あ
り
。
師
曰
く
、
若
し
真
如
、
変
易
有
り
と
執
す
れ
ば
、
亦
た
是
れ
外
道
な
り
。
曰
く
、
禅
師
は

適
来
、
真
如
に
変
易
有
り
と
説
き
、
如
今
、
又
た
不
変
易
と
道い

う
。
如
何
が
即
ち
是
れ
的
当
な
る
や
。
師
曰
く
、
若
し
了
了

と
し
て
見
性
す
れ
ば
、
摩
尼
珠
の
色
を
現
ず
る
が
如
し
。
変
と
説
く
も
亦
た
得
、
不
変
と
説
く
も
亦
た
得
る
な
り
。
若
し
見

性
せ
ざ
れ
ば
、
人
、
真
如
の
変
ず
と
説
く
を
聞
き
て
便
ち
変
の
解
を
作
し
、
不
変
と
説
く
を
聞
き
て
便
ち
不
変
の
解
を
作

す
。」（247b

）

こ
こ
で
は
「
真
如
」
は
『
起
信
論
』
の
「
常
住
不
変
」
で
は
な
く
「
変
」
と
説
か
れ
、
そ
の
言
葉
に
拘
泥
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
も
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
見
性
す
る
」
が
い
わ
ゆ
る
仏
性
を
見
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
、
次
の
同
じ
師
の
言
葉
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。

「
韞う

ん
こ
う光
大
徳
有
り
て
、
問
う
、
禅
師
は
自
ら
生
処
を
知
る
や
。
師
曰
く
、
未
だ
曽
て
死
な
ず
、
何
ぞ
生
を
論
ず
る
を
用
い

ん
。
生
は
即
ち
是
れ
無
生
の
法
な
り
と
知
れ
ば
、
生
の
法
を
離
れ
て
無
生
あ
り
と
説
く
こ
と
無
し
。
祖
師
云
く
、
当
に
生
は

即
ち
不
生
な
り
。
曰
く
、
見
性
せ
ざ
る
人
は
亦
た
此
の
如
き
を
得
る
や
。
師
曰
く
、
自
ら
見
性
せ
ざ
る
も
是
れ
性
無
き
に
あ

ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
見
は
即
ち
是
れ
性
に
し
て
、
性
と
し
て
見
る
能
わ
ざ
る
無
し
。
識
は
即
ち
是
れ
性
の
故
に
識
性

と
名
づ
く
。
了
す
れ
ば
即
ち
是
れ
性
な
り
。
喚
ん
で
了
性
と
作
す
。」（247c

）

も
う
一
箇
所
、
中
邑
洪
恩
章
に
、
仰
山
の
問
い
と
し
て
「
問
う
、
如
何
が
見
性
を
得
る
や
。
師
云
く
、
譬
え
ば
屋
有
り

て
、
屋
に
六
窗
（
窓
）
有
り
。
内
に
一
獼
猴
有
り
て
、
東
辺
に
山
山
と
喚
べ
ば
、
山
山
応
ず
る
が
如
し
。
是
の
如
く
六
窗
、

倶
に
喚
ぶ
に
倶
に
応
ず
。
仰
山
、
礼
謝
し
て
起
ち
て
云
く
、
和
尚
の
譬
喩
を
蒙こ

う
むる
所
、
了
知
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
更
に
一
事

有
り
。
只
だ
内
の
獼
猴
の
困
睡
す
る
が
如
き
、
外
の
獼
猴
與
に
相
見
せ
ん
と
欲
せ
ば
如
何
。
師
、
繩
床
を
下
り
て
仰
山
の
手

を
執
り
て
作
舞
し
て
云
く
、
山
山
、
汝
と
相
見
し
了
る
。」(249b)

と
あ
る
。
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中
邑
は
、
身
体
を
「
屋
」、
六
根
を
「
六
窓
」、
知
覚
の
主
体
を
「
獼
猴
」、
知
覚
の
対
象
を
「
山
山
」
と
し
て
、
呼
べ
ば

応
え
る
と
い
う
主
体
の
知
覚
と
対
象
の
一
致
と
し
て
示
し
た
。
こ
こ
に
常
住
の
実
体
で
あ
る
仏
性
を
見
る
「
見
性
」
と
い
う

意
味
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
仰
山
は
「
内
の
獼
猴
の
困
睡
す
る
よ
う
な
場
合
、
外
の
獼
猴
が
相
見
し
よ
う
と
し

た
ら
、
ど
う
な
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
。
こ
こ
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、「
さ
と
り
」
は
六
根
の
覚
知
が
止
ん
だ
と
き

の
状
態
で
あ
る
。
そ
の
時
、
外
で
あ
る
対
象
が
認
識
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
中
邑
の
答
え
の
そ
の
一
歩
先
を

問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
優
れ
た
器
量
に
中
邑
は
小
躍
り
し
て
喜
ん
で
、
外
の
「
獼
猴
」
主
体
と
い
う
よ
り
、
す
で
に

「
山
山
」
が
、
覚
知
の
対
象
で
は
な
く
万
法
そ
の
も
の
と
し
て
あ
な
た
と
出
会
っ
て
い
る
、
と
褒
め
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
中

邑
洪
恩
は
、
灯
史
に
は
前
段
の
「
仰
山
、
初
め
て
新
戒
を
領
し
て
謝
戒
に
到
る
。
師
、
来
た
る
を
見
て
、
禅
床
の
上
に
於
い

て
拍
手
し
て
云
く
、
…
…
」
を
含
む
こ
れ
一
則
し
か
な
い
。
後
の
『
従
容
録
』（
十
三
世
紀
の
公
案
集
）
第
七
十
二
則
は
「
如

何
な
る
か
是
れ
仏
性
の
義
。
邑
云
く
、
我
れ
爾
と
箇
の
譬
喩
を
説
く
。
室
有
り
、
六
窓
の
中
に
、
一
獼
猴
を
安
じ
、
外
に
人

有
り
て
喚
ん
で
狌
狌
と
云
わ
ば
、
獼
猴
、
即
ち
応
ず
る
が
如
し
。
是か

く

の
如
く
六
窓
倶
に
喚
び
倶
に
応
ず
。」(T

48,272b)

と
仏

性
の
話
と
し
て
し
ま
う
が
、
そ
の
問
答
の
内
容
も
別
も
の
で
あ
る
。

巻
七
は
、
馬
祖
の
弟
子
へ
の
問
い
と
し
て
「
仏
性
」
が
三
箇
所
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
の
答
え
は
な
か
な
か
面
白
い
。

章
敬
懷え

惲う
ん

章
で
は
こ
う
問
わ
れ
る
。「
僧
、
問
う
、
四
大
五
蘊
身
中
に
、
阿
那
箇
か
是
れ
本
来
の
仏
性
。
師
、
乃
ち
僧
の

名
を
呼
ぶ
。
僧
、
応
諾
す
。
師
、
良
久
し
て
曰
く
、
汝
、
無
仏
性
。」（252c

）

鵝
湖
大
義
章
に
は
、
尸
利
禅
師
と
順
宗
と
の
問
答
と
関
連
し
て
「
見
性
成
仏
」「
仏
性
」
が
出
る
。

「
師
（
鵝
湖
）、
又
た
、
順
宗
の
尸
利
禅
師
に
、
大
地
の
衆
生
は
如
何
が
見
性
成
仏
す
る
こ
と
を
得
ん
、
と
問
う
に
、
尸

利
、
仏
性
は
猶
お
水
中
の
月
の
如
く
、
見
る
べ
く
し
て
取
る
べ
か
ら
ず
、
と
云
う
を
挙
し
て
、
因
り
て
帝
に
謂
っ
て
曰
く
、

仏
性
は
見
に
あ
ら
ざ
る
も
、
心
、
水
中
の
月
を
見
ん
。
如
何
が
攫か

く
し
ゅ取
せ
ん
。
帝
乃
ち
問
う
、
何
者
か
是
れ
仏
性
。
師
、
対こ
た

え
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て
曰
く
、
陛
下
の
所
問
を
離
れ
ず
。」（253a

）

興
善
惟
寛
章
で
も
こ
う
問
わ
れ
る
。

「
問
う
、
狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
や
。
師
云
く
、
有
り
。
僧
云
く
、
和
尚
に
還
た
有
り
や
。
師
云
く
、
我
は
無
し
。
僧
云

く
、
一
切
衆
生
は
皆
な
仏
性
有
り
。
和
尚
は
何
に
因
り
て
独
り
無
き
や
。
師
云
く
、
我
は
一
切
衆
生
に
あ
ら
ず
。
僧
云
く
、

既
に
衆
生
に
あ
ら
ざ
れ
ば
是
れ
仏
な
る
や
。
師
云
く
、
是
れ
仏
な
ら
ず
。
…
…
。」（255a

）

巻
七
に
「
真
如
」
は
二
回
出
て
、
一
度
は
問
い
、
一
度
は
否
定
で
あ
る
。　

章
敬
懷
惲
章
。「
或
い
は
問
う
。
祖
師
は
心
地
法
門
を
伝
う
。
は
た
是
れ
真
如
心
な
る
や
、
妄
想
心
な
る
や
。
非
真
非
妄

心
な
る
や
。
は
た
是
れ
三
乗
教
の
外
に
別
に
心
を
立
つ
る
や
。
師
、
曰
く
、
汝
は
目
前
の
虚
空
を
見
る
や
…
…
」（252c

）

も
う
一
つ
は
す
で
に
『
祖
堂
集
』
で
み
た
盤
山
章
の
「
古
人
」
の
言
葉
と
同
じ
も
の
（253b

）
で
あ
る
。

巻
八
に
は
「
仏
性
」、「
見
性
」、「
真
如
」
は
共
に
な
い
。

以
上
、
馬
祖
お
よ
び
馬
祖
の
弟
子
は
、
自
ら
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
を
説
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
へ
の

問
い
に
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
一
度
な
ら
ず
存
在
す
る
の
は
、
い
か
に
当
時
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
禅
師
に
問
う

べ
き
事
柄
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。

し
か
し
な
が
ら
『
馬
祖
の
語
録
』
で
入
矢
義
高
は
こ
う
い
う
。

「
時
に
は
『
君
の
そ
の
不
会
と
い
う
心
が
、
実
は
仏
性
に
他
な
ら
な
い
の
だ
』
と
ま
で
言
い
聞
か
せ
る
。『
不
会
と
い
う
心

も
』
で
は
な
く
て
『
不
会
之
心
即
仏
性
』
と
言
い
切
る
。」（
序
）

こ
の
言
葉
の
出
典
が
、「
只
だ
未
だ
了
ぜ
ざ
る
底
の
心
即
ち
是
な
り
⑶
」
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
こ
の

論
［
上
］
７
９
頁
で
指
摘
し
た
誤
り
に
加
え
て
、「
是
」
を
「
仏
性
」
と
す
る
誤
り
の
上
塗
り
で
あ
る
。『
馬
祖
の
語
録
』
に

は
長
い
「
達
道
の
見
解
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
の
中
に
「
沈
空
滞
寂
不
見
仏
性
（
空
に
沈
み
寂
に
滞
し
て
、
仏
性
を
見
ざ
れ
ば
な
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り
）。」（
２
４
）
と
「
見
仏
性
」
が
い
わ
れ
、
薬
山
章
に
馬
祖
へ
の
問
「
三
乗
十
二
分
教
、
某
甲
粗
知
、
常
聞
南
方
、
直
指
人

心
、
見
性
成
仏
」（
１
０
７
）
が
あ
る
。
薬
山
と
馬
祖
の
相
見
の
話
は
『
祖
堂
集
』
に
も
『
景
徳
伝
灯
録
』
に
も
な
い
⑷
。
そ

れ
で
も
馬
祖
禅
に
言
及
す
る
の
に
多
く
の
人
は
「
仏
性
」
を
前
提
し
て
い
る
。

二
節
　
馬
祖
以
前
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

見
性
成
仏
の
思
想
は
宋
代
の
看
話
禅
に
お
い
て
初
め
て
出
て
き
た
の
で
は
な
く
、
馬
祖
禅
よ
り
少
し
前
、
あ
る
い
は
同
時

代
の
初
期
禅
宗
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
禅
宗
の
特
徴
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。

一
、『
絶
観
論
』『
心
銘
』（
牛
頭
宗
）

敦
煌
文
献
の
一
つ
に
『
絶
観
論
』
が
あ
る
。
延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
巻
九
十
七
に
「
牛
頭
融
大
師
、
絶
観
論
、
問
云
。
何
者

是
心
。
…
…
」（T

48,941a

）
と
あ
る
が
、
敦
煌
本
に
は
、「
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
」
と
「
達
摩
和
尚
絶
観
論
」
と
題

す
る
も
の
は
あ
る
が
、
牛
頭
法
融
の
名
は
な
い
⑸
。
牛
頭
法
融
（
五
九
四
―
六
五
七
）
は
四
祖
道
信
の
法
嗣
と
禅
宗
で
は
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
は
な
く
、『
続
高
僧
伝
』
に
は
三
論
宗
の
大
師
で
あ
る
炅け

い

法
師
に
よ
っ
て
得
度
し
、「
以お

も為
え
ら

く
慧
は
乱
縦
を
発
す
る
も
定
は
心
府
を
開
く
。
如も

し
想
を
凝
ら
さ
ざ
れ
ば
妄
慮
、
摧く
だ

き
難
か
ら
ん
、
と
。
乃
ち
空
静
の
林
に

於
い
て
心
を
凝
ら
し
宴
黙
し
て
、
二
十
年
中
専
精
し
て
懈お

こ
たる
匪な

し
。
遂
に
大
い
に
妙
門
に
入
り
、
百
八
、
総
持
し
て
楽
説
す

る
こ
と
無
尽
な
り
。」（T

50,603c

）
と
伝
え
ら
れ
る
。『
絶
観
論
』
は
、
思
想
的
に
牛
頭
の
『
心
銘
』
と
似
た
も
の
が
あ
る
の

で
、
い
ち
お
う
牛
頭
の
作
と
し
た
い
。『
絶
観
論
』『
心
銘
』
に
は
「
仏
性
、
見
性
」
は
な
い
。
も
っ
と
も
『
宗
鏡
録
』
に

「
牛
頭
初
祖
云
く
…
…
但
だ
教
を
執
し
て
、
以
て
情
に
徇し

た
がわ
ざ
れ
ば
則
ち
方
に
見
性
し
て
道
に
達
す
。」（T

48,463b

）
と
「
見

性
」
に
言
及
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
仏
性
を
見
る
「
見
性
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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ま
た
牛
頭
宗
六
祖
と
さ
れ
る
慧
忠
は
『
宋
高
僧
伝
』
の
開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
）
中
に
世
間
に
見
出
さ
れ
、「
忠
は
見
性

序
及
び
行
路
難
を
著
す
」（T

50,835b

）
と
伝
え
ら
れ
る
。『
宗
鏡
録
』
に
も
「
牛
頭
山
忠
和
尚
。
…
…
又
問
う
。
修
道
を
欲

せ
し
む
る
に
何
の
方
便
を
作
し
て
解
脱
を
得
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
仏
を
求
む
る
の
人
、
方
便
を
作
さ
ず
、
頓
に
心
原
を
了

じ
て
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
。
即
心
是
仏
な
り
。
妄
に
非
ず
真
に
非
ざ
る
が
故
に
」（T

48,945b

）
と
あ
る
の
で
、
開
元
の
終

わ
り
頃
に
は
、
牛
頭
宗
に
も
見
性
の
思
想
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

『
頓
悟
真
宗
論
』
の
資
料
の
一
つ
で
、
三
論
宗
関
係
の
人
の
手
で
成
り
、
牛
頭
宗
と
の
関
わ
り
が
推
測
さ
れ
る
「
上
圖

１
３
８
Ｖ
仏
教
問
答
⑹
」
に
は
「
凡
夫
二
乗
に
在
り
て
は
仏
性
に
達
せ
ざ
る
が
為
に
、
你
を
し
て
三
乗
を
会
し
て
一
乗
に
帰

せ
し
む
、
所
以
に
你
に
久
し
く
懃
苦
を
受
く
と
語
れ
り
。
若
し
仏
性
に
達
し
て
即
ち
空
性
を
了
ず
れ
ば
、
即
ち
是
れ
一
に

帰
す
」（
西
口
９
２
）
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
と
は
異
な
る
「
仏
の
性
」
と
い
う
概
念
だ
と

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
書
に
は
「
三
毒
八
苦
、
廻
ら
し
て
菩
提
と
作
さ
ば
、
四
大
色
身
は
、
即
ち
是
れ
常
住
」（
西
口

８
２
）
と
い
う
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
と
は
別
の
思
想
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、『
伝
法
宝
紀
』

七
一
二
年
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
杜と

ひ朏
の
『
伝
法
宝
紀
⑺
』
は
、
敦
煌
に
埋
も
れ
て
伝
わ
ら
な
か
っ
た
書
で
あ
る
。
著
者
の

杜
朏
は
、
神
秀
と
親
し
い
間
が
ら
で
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
普
寂
や
義
福
も
師
事
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
柳
田
２
５
）。
碑

文
『
法
如
禅
師
行
状
』
が
達
摩
、
恵
可
、
粲
、
道
信
、
弘
忍
、
そ
し
て
法
如
と
次
第
す
る
の
を
承
け
て
、
法
如
が
神
秀
に
法

を
託
し
た
と
す
る
。

自
序
に
は
「
若
し
夫
れ
超
悟
相
承
す
る
者
は
、
既
に
之
を
心
に
得
た
れ
ば
、
則
ち
声
を
容
る
る
所
無
し
。
何
の
言
語
文
字

を
か
其
の
間
に
措お

か
ん
。」（
柳
田
３
４
６
）
と
あ
っ
て
、
禅
師
の
こ
と
ば
は
少
な
い
。
四
祖
道
信
章
で
は
「
努
力
し
て
勤
め
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て
坐
せ
よ
。
坐
を
根
本
と
な
す
。
能
く
作
す
こ
と
三
五
年
、
一
口
の
食
を
得
て
飢き

瘡そ
う

を
塞ふ
さ

ぎ
、
即
ち
門
を
閉
し
て
坐
せ
よ
。

経
を
読
む
こ
と
莫な

か

れ
、
人
と
共
に
語
る
こ
と
莫な
か

れ
。」（
柳
田
３
８
０
）
と
伝
え
る
。

弘
忍
章
で
は
、
弘
忍
の
言
葉
は
な
く
「
昼
は
則
ち
迹
を
駆
給
に
混
じ
、
夜
は
便
ち
坐
摂
し
て
暁
に
至
り
、
未
だ
嘗
て
懈
倦

せ
ず
。」（
柳
田
３
８
６
）
と
、
作
務
と
坐
禅
を
い
う
。
六
代
に
配
さ
れ
る
法
如
は
、
臨
終
に
「
…
…
荊
州
玉
泉
寺
な
る
秀
禅

師
の
下
に
往
い
て
諮し

稟ひ
ん

す
べ
し
。」（
柳
田
３
９
１
）
と
い
っ
た
と
あ
り
、
最
後
の
神
秀
も
誰
に
伝
嘱
し
た
か
は
書
か
れ
な
い
。

そ
れ
ら
の
禅
師
た
ち
に
は
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
は
言
及
さ
れ
な
い
が
、
杜
朏
の
序
に
は
「
是
の
故
に
『
論
』
に
云

う
、〈
一
切
の
法
は
本
よ
り
已こ

の
か
た来
、
心
縁
の
相
を
離
れ
、
畢
竟
平
等
に
し
て
変
異
有
る
こ
と
無
く
、
破
壞
す
可
か
ら
ず
。
唯

だ
是
れ
一
心
な
る
が
故
に
、
真
如
と
名
づ
く
〉
と
。
又
曰
う
、〈
証
発
心
と
は
、
浄
心
地
よ
り
、
乃
ち
究
竟
に
至
る
を
い
う
。

何
の
境
界
を
証
す
る
や
と
な
ら
ば
、
謂
う
所
の
真
如
な
り
。
転
識
に
依
る
を
以
て
、
説
い
て
境
界
と
為
す
も
、
而し

か

も
此
の
証

は
、
境
界
有
る
こ
と
無
く
、
唯
だ
真
如
の
智
な
る
の
み
を
、
名
づ
け
て
法
身
と
為
す
。〉」（
柳
田
３
３
１
）
と
『
起
信
論
』
を

引
く
。　

「
真
如
」
は
『
起
信
論
』
で
は
「
此
の
真
如
の
義
に
依
る
が
故
に
、
一
切
衆
生
は
本
来
常
住
に
し
て
、
涅
槃
に
入
れ
り
と

説
く
。」（T

32,577a

）
と
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
無
常
」
を
説
く
仏
教
で
は
「
本
来
常
住
」
は
あ
り
え
な
い
教

え
で
あ
る
。

ま
た
注
意
す
べ
き
は
「
あ
と
が
き
」
に
「
忍
・
如
・
大
通
の
世
に
及
ん
で
、
則
ち
法
門
大
い
に
啓ひ

ら

い
て
根
機
を
択
ば
ず
、

斉
し
く
速
や
か
に
仏
名
を
念
ぜ
し
め
」
と
念
仏
が
説
か
れ
る
が
、
続
け
て
「
念
仏
浄
心
の
方
便
も
此
彼
の
流
に
混
じ
、
真
如

法
身
の
端た

ん
げ
い倪
も
曽
て
何
ぞ
髣
髴
せ
ん
、
悲
し
い
か
な
。
豈
に
悟
ら
ん
や
。
…
…
念
と
浄
と
都す

べ
て
忘
じ
て
、
自
然
に
満ま
ど

か
に

照
ら
す
。」（
柳
田
４
２
１
）
と
そ
れ
が
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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三
、『
楞
伽
師
資
記
』
と
『
修
心
要
論
』

『
楞
伽
師
資
記
』
も
敦
煌
本
で
あ
り
、
弘
忍
の
弟
子
、
玄げ

ん
さ
く賾
に
師
事
し
た
浄
覚
が
、
七
一
六
年
ま
で
に
著
し
た
⑻
も
の
で

あ
る
。
浄
覚
は
唐
の
中
宗
の
韋
后
の
弟
で
あ
り
、
長
安
に
住
寺
し
て
若
い
時
『
金
剛
般
若
理
鏡
』
を
著
し
、
の
ち
に
『
注
般

若
波
羅
蜜
多
心
経
』
を
著
し
た
学
者
（
論
師
）
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
楞
伽
師
資
記
』
は
、
多
く
の
禅
文
献
か
ら
の
引
用
と
そ

の
経
証
で
成
り
立
つ
。

浄
覚
に
は
明
確
に
「
仏
性
」
思
想
が
あ
る
。
自
序
の
初
め
に
は
「
仏
性
は
空
無
相
、
真
如
は
寂
不
言
」
と
「
仏
性
」
と

「
真
如
」
が
出
る
。
さ
ら
に
「
起
信
論
に
云
う
、『
心
真
如
は
、
即
ち
是
れ
一
法
界
の
総
相
、
法
門
の
体
に
し
て
、
謂
う
所

の
心
性
は
不
生
不
滅
な
り
。
…
…
唯
だ
是
れ
一
心
な
り
。
故
に
真
如
と
名
づ
く
』
と
。
又
た
、『
真
如
自
体
の
相
は
、
…
…

自
体
に
大
智
恵
光
明
の
義
有
る
が
故
に
、
自
性
清
浄
心
の
義
の
故
に
。』（
柳
田
６
３
）
と
『
起
信
論
』
が
長
く
引
用
さ
れ
て
、

最
後
の
方
に
「
即
ち
真
如
は
性
浄
に
し
て
、
常
住
不
滅
な
り
。」（
柳
田
８
３
）
と
「
真
如
」
が
明
記
さ
れ
る
。

『
楞
伽
師
資
記
』
は
、
そ
の
祖
の
第
一
を
求
那
跋
陀
羅
と
す
る
が
、
そ
れ
は
の
ち
に
『
歴
代
法
宝
記
』
か
ら
厳
し
く
批
判

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

慧
可
章
に
「『
十
地
経
』
に
云
う
、
衆
生
の
身
中
に
金
剛
の
仏
性
有
り
て
、
猶
お
日
輪
の
如
く
、
そ
の
体
は
明
ら
か
に
円

満
し
、
広
大
無
辺
な
り
。
只
だ
五
蘊
の
重
雲
に
覆
障
せ
ら
れ
て
、
衆
生
は
見
ざ
る
の
み
。
…
…
若
し
忘
念
に
し
て
生
ぜ
ず
、

黙
然
と
し
て
浄
坐
す
れ
ば
、
大
涅
槃
の
日
は
自
然
に
明
浄
な
ら
ん
。」（
柳
田
１
４
６
）
と
坐
禅
に
よ
る
成
仏
が
説
か
れ
る
。

「
人
中
に
仏
性
有
る
は
、
亦
た
仏
性
の
灯
と
名
づ
け
、
亦
た
涅
槃
の
鏡
と
名
づ
く
。
…
…
亦
た
波
浪
は
滅
す
る
も
、
水
性
は

壊
せ
ざ
る
如
く
、
衆
生
の
生
死
の
相
は
滅
す
る
も
、
法
身
は
壊
せ
ざ
る
な
り
。」（
柳
田
１
４
６
）
と
「
仏
性
」
が
「
法
身
」

と
さ
れ
て
不
壊
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、『
二
入
四
行
論
』
長
巻
子
の
慧
可
の
言
葉
に
照
ら
し
て
慧
可
の
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も
の
で
は
あ
り
え
な
い
⑼
。

粲
章
に
は
道
信
へ
の
伝
法
が
「
粲
は
、
道
信
が
了
了
と
し
て
仏
性
を
見
る
処
を
印
し
」（
柳
田
１
６
８
）
と
あ
る
の
は
、
の

ち
に
見
る
『
楞
伽
人
法
志
』
の
弘
忍
の
言
葉
に
由
来
し
よ
う
。

道
信
章
は
彼
が
制
し
た
と
さ
れ
る
『
入
道
安
心
要
方
便
法
門
』
を
引
く
形
で
叙
述
さ
れ
る
。
た
だ
『
伝
法
宝
紀
』
に
「
経

を
読
む
こ
と
莫な

か

れ
、
人
と
共
に
語
る
こ
と
莫な
か

れ
。」（
柳
田
３
８
０
）
と
伝
え
ら
れ
る
道
信
が
、
多
く
の
経
証
か
ら
な
る
こ
の

書
を
作
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
「
一
行
三
昧
」
と
は
、「
心
を
一
仏
に
繋
け
て
、
専
ら
名
字
を
称
し
、
仏
の
方
所

に
随
っ
て
、
身
を
端た

だ

し
く
し
て
正
し
く
向
い
、
能
く
一
仏
に
於
い
て
念
念
相
続
す
れ
ば
、
即
ち
是
の
念
中
に
能
く
過
去
・
未

来
・
現
在
の
諸
仏
を
見
ん
。」（
柳
田
１
８
７
）
と
い
う
口
称
念
仏
、
観
仏
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
浄
土
教
に
説
く
と
こ
ろ
と

変
わ
ら
な
い
。

『
普
賢
観
経
』、『
大
品
経
』
の
引
用
の
の
ち
、「
是
等
の
心
は
即
ち
是
れ
如
来
の
真
実
法
性
の
身
な
る
を
、
亦
た
正
法
と
名

づ
け
、
亦
た
仏
性
と
名
づ
け
、
亦
た
諸
法
実
性
実
際
と
名
づ
け
、
亦
た
浄
土
と
名
づ
け
、
亦
た
菩
提
・
金
剛
三
昧
・
本
覚
等

と
名
づ
け
、
…
…
」（
柳
田
１
９
２
）
と
「
仏
性
」「
本
覚
」
が
出
る
。
さ
ら
に
智
敏
禅
師
の
訓お
し

え
と
し
て
「
…
…
五
つ
に
は

守
一
不
移
。
動
静
常
に
住
し
て
、
能
く
学
者
を
し
て
仏
性
を
見
、
早す

み

や
か
に
定
門
に
入
ら
し
む
。」（
柳
田
２
２
６
）
と
「
見

仏
性
」
が
説
か
れ
る
。
こ
の
文
は
敦
煌
資
料
『
澄
心
論
』
と
同
文
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
「
見
仏
性
」
の
み
な
ら
ず

「
真
如
」「
自
性
清
浄
心
」
な
ど
が
説
か
れ
る
⑽
。

そ
の
後
は
道
信
ら
し
い
「
初
学
坐
禅
看
心
」
が
説
か
れ
る
が
、
そ
こ
に
「
性
は
形
無
し
と
雖
も
、
志
節
は
恒
に
在
り
。
然

し
て
幽
霊
は
竭や

ま
ず
。
常
に
存
し
て
朗
然
た
る
こ
と
を
。
是
を
仏
性
と
名
づ
く
。
仏
性
を
見
る
者
は
、
永
く
生
死
を
離
る
る

を
出
世
人
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
『
維
摩
経
』
に
云
く
、〈
豁
然
と
し
て
還
っ
て
本
心
を
得う

〉
と
、
信ま
こ
とな
り
其
の
言
や
。
仏

性
を
悟
る
者
は
是
れ
を
菩
薩
人
と
名
づ
く
。
亦
た
道
を
悟
れ
る
人
と
名
づ
く
。」（
柳
田
２
５
５
～
２
５
６
）
と
「
仏
性
」「
見
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仏
性
」「
悟
仏
性
」
が
出
る
。
そ
の
「
仏
性
」
は
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
「
常
に
存
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「『
涅
槃
経
』
に
云
う
、〈
一
切
衆
生
は
仏
性
有
り
〉
と
。〈
牆
壁
瓦
石
は
仏
性
に
非
ず
、
云い

か
ん何
が
能
く
法
を
説
か
ん
〉
と
説
く

容べ

け可
ん
や
。」（
柳
田
２
６
４
）
と
無
情
仏
性
が
肯
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
信
章
で
は
、
浄
覚
が
用
い
た
文
献
に
お
い
て
、「
仏
性
」
や
「
見
仏
性
」
が
出
る
の
で
、『
楞
伽
師
資
記
』

以
前
に
す
で
に
「
見
仏
性
」
な
ど
の
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

六
代
弘
忍
章
で
は
玄
賾
の
『
楞
伽
人
法
志
』
が
引
か
れ
る
が
、
そ
こ
に
あ
る
記
述
は
、
有
力
な
弘
忍
・
神
秀
の
資
料
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
の
引
用
に
「
我
れ
汝
が
了
了
と
し
て
仏
性
を
見
る
処
を
印
可
す
る
、
是
れ
な
り
。」（
柳
田
２
８
７
）
と
い
わ

れ
て
お
り
、
道
信
章
で
も
同
じ
文
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
弘
忍
の
弟
子
で
あ
る
慧
能
も
神
秀
も
法
如
も
「
仏
性
」
や

「
見
仏
性
」
を
い
わ
な
い
か
ら
、
弘
忍
の
こ
と
ば
で
は
あ
る
ま
い
。

『
修
心
要
論
』
は
敦
煌
本
⑾
に
あ
り
、
そ
れ
は
禅
宗
で
『
最
上
乗
論
』
の
名
で
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
と
同
本
で
あ
る
。
柳

田
は
、『
楞
伽
師
資
記
』
弘
忍
章
の
「
人
間
に
在
り
て
『
禅
法
』
一
本
有
り
、
是
れ
忍
禅
師
の
説
と
云
え
る
は
、
謬
言
な

り
。」
と
あ
る
「
禅
法
一
本
」
が
、「『
修
心
要
論
』
に
当
た
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。」
と
い
っ
て
、『
修
心
要
論
』

を
『
楞
伽
師
資
記
』
が
引
用
し
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
た
だ
不
思
議
な
の
は
、
浄
覚
が
否
認
し
た
当
の
『
修
心
要
論
』

の
数
節
を
、
そ
れ
と
明
記
せ
ず
に
『
楞
伽
師
資
記
』
に
引
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
⑿
」
と
い
う
。
以
来
、
こ
れ
が
定
説
と

さ
れ
る
が
、
以
下
の
理
由
で
『
楞
伽
師
資
記
』
が
先
で
あ
る
。

『
楞
伽
師
資
記
』
と
『
修
心
要
論
』
と
に
引
用
が
重
な
る
箇
所
は
、『
修
心
要
論
』
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「『
十
地
論
』
に
云
く
、
衆
生
の
身
中
に
金
剛
の
仏
性
有
り
て
、
猶
お
日
輪
の
如
く
、
体
は
明
ら
か
に
円
満
し
、
広
大
無
辺

な
り
。
只
だ
五
陰
の
為
に
黒
雲
の
覆
う
所
な
り
。
瓶
内
の
灯
光
の
如
き
は
照
輝
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
譬
え
ば
世
間
の
雲
霧
、

八
方
に
倶
に
起
き
て
天
下
の
陰
闇
な
る
が
如
し
。
日
は
豈
に
爛
な
る
に
何
故
に
光
無
き
や
。
光
、
元
、
不
壊
な
り
。
只
だ
雲
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霧
の
覆
う
所
た
り
。」（T

48,377a

）

『
楞
伽
師
資
記
』
と
比
べ
る
と
冒
頭
か
ら
「
…
…
只
為
五
陰
」
の
前
ま
で
は
同
じ
だ
が
、『
楞
伽
師
資
記
』
は
そ
の
あ
と

「
五
陰
の
重
雲
に
覆
障
せ
ら
れ
て
、
衆
生
は
見
ざ
る
の
み
。
若
し
智
風
の
飄
蕩
す
る
に
逢
え
ば
、
五
陰
の
重
雲
は
滅
尽
し
、

仏
性
は
円
照
し
て
煥
然
と
し
て
明
浄
な
り
。」（
柳
田
１
４
７
）
と
続
く
。「
五
陰
」、「
重
雲
」
は
前
と
後
に
出
る
語
で
、
文
意

も
前
後
の
つ
な
が
り
も
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
修
心
要
論
』
は
そ
の
あ
と
「
五
蔭
の
為
に
黒
雲
の
覆
う
所
な
り
。

瓶
内
の
灯
光
の
如
き
は
照
輝
す
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
、
日
輪
の
喩
え
が
「
黒
雲
の
覆
う
所
な
り
」
ま
で
で
、
ま
だ
お
わ
っ
て

い
な
い
の
に
、
前
後
に
は
無
関
係
な
「
瓶
内
灯
光
」
の
喩
え
を
出
す
。
そ
れ
は
柳
田
に
よ
れ
ば
、
求
那
跋
陀
羅
訳
の
『
大
法

鼓
経
』
に
あ
る
と
い
う
（
柳
田
１
５
２
）
が
、『
楞
伽
師
資
記
』
で
は
す
ぐ
後
の
『
華
厳
経
』
引
用
に
続
き
、「
亦
た
瓶
内
の

灯
光
の
如
き
は
、
外
を
照
ら
す
こ
と
能
わ
ず
。
亦
た
世
間
の
雲
霧
の
八
方
に
倶
に
起
こ
っ
て
、
天
下
陰
暗
な
る
が
如
き
、
日

光
は
豈
に
明
浄
な
る
こ
と
を
得
ん
や
。
日
光
は
壊
せ
ず
。
只
だ
雲
霧
に
覆
障
せ
ら
る
る
の
み
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
文
意
は

明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
を
『
修
心
要
論
』
が
少
し
語
句
を
変
え
て
「
如
瓶
内
灯
光
、
不
能
照
輝
。
…
…
光
、
元
、
不
壞
な
り
。

只
だ
雲
霧
の
覆
う
所
た
り
。」
と
引
用
し
た
の
で
あ
る
。「
瓶
内
灯
光
、
不
能
照
輝
」
で
は
、
瓶
内
も
照
ら
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
不
合
理
で
あ
り
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
い
う
よ
う
に
「
外
を
照
ら
す
」
こ
と
が
「
不
能
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

ま
た
龍
谷
本
『
観
心
論
』
は
そ
の
増
広
部
分
で
「
衆
生
身
中
…
…
為
五
陰
黒
雲
之
所
覆
。
如
瓶
内
灯
光
不
能
見
了
。」
と
継

承
す
る
。「
瓶
内
灯
光
、
不
能
照
輝
」
の
矛
盾
を
「
不
能
見
了
」
と
解
消
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
引
用
は
『
修
心
要
論
』
と

『
観
心
論
』（
龍
谷
本
）
を
増
広
保
持
し
た
グ
ル
ー
プ
が
似
た
よ
う
な
思
想
集
団
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

正
確
な
引
用
を
お
こ
な
う
『
楞
伽
師
資
記
』
と
は
異
な
り
、『
修
心
要
論
』
の
経
の
引
用
は
ま
っ
た
く
杜
撰
で
あ
る
。

「
維
摩
経
云
。
如
無
有
生
、
如
無
有
滅
。
如
者
真
如
仏
性
、
自
性
清
浄
心
源
。
真
如
本
有
不
従
縁
生
」(T

48,377b)

と
い
わ

れ
る
が
、
最
初
の
「
如
無
有
生
、
如
無
有
滅
」
だ
け
が
『
維
摩
経
』
の
「
若
以
如
生
得
受
記
者
如
無
有
生
。
若
以
如
滅
得
受
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記
者
如
無
有
滅
。」（T

14,542b

）
の
一
部
を
取
っ
た
も
の
で
、
あ
と
は
ま
っ
た
く
経
典
の
言
葉
で
は
な
い
。
経
典
の
引
用
と

見
え
る
も
の
は
「
仏
性
・
自
性
清
浄
・
真
如
・
本
有
・
真
如
仏
性
」
と
い
う
『
修
心
要
論
』
の
タ
ー
ム
で
あ
る
。『
楞
伽
師

資
記
』
に
は
そ
の
よ
う
な
杜
撰
な
引
用
は
一
つ
も
な
い
。
以
上
に
よ
っ
て
『
修
心
要
論
』
が
『
楞
伽
師
資
記
』
の
記
述
を
取

り
入
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

さ
て
、『
修
心
要
論
』
は
「
当
に
身
心
は
本
来
清
浄
に
し
て
不
生
不
滅
、
分
別
あ
る
こ
と
な
し
。
自
性
円
満
の
清
浄
の
心

は
、
此
れ
は
是
れ
本
師
な
り
。」（377a

）
と
始
ま
り
、
十
四
の
問
答
よ
り
な
る
。「
身
心
本
来
清
浄
不
生
不
滅
」
は
「
自
性

清
浄
心
」
と
は
齟
齬
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
起
信
論
』
の
「
不
生
不
滅
」
の
自
性
清
浄
心
思
想
で
、
仏
教
と
は
相
容
れ

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
自
性
」
は
、
次
々
と
異
な
る
用
語
で
説
明
さ
れ
る
。

ま
ず
問
１
で
は
「
自
心
本
来
清
浄
」（377a

）
と
な
り
、
そ
の
説
明
に
『
十
地
経
』
の
「
金
剛
仏
性
」
が
引
か
れ
て
「
守

心
第
一
」（377c,378c

）
が
こ
の
論
の
主
題
で
あ
る
。
問
２
で
は
「
自
心
」
が
「
如
と
は
真
如
仏
性
自
性
清
浄
な
り
、
自
性
清

浄
と
は
心
の
源
な
り
。」（377b

）
と
な
る
。
問
３
で
は
「
何
ぞ
自
心
と
名
づ
け
本
師
と
為
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
此
の
真
心

は
自
然
に
有
り
て
外
よ
り
来
ら
ず
。」（377b
）
と
「
真
心
」
と
な
る
。

問
４
で
は
「
我
本
心
」
に
代
わ
る
。
ち
な
み
に
「
真
如
仏
性
」
と
い
う
用
語
は
、
隋
代
の
大
乗
論
書
、
例
え
ば
慧
遠
『
大

乗
義
章
』、
吉
蔵
『
法
華
玄
論
』
な
ど
に
は
早
く
か
ら
あ
る
が
、
禅
宗
文
献
で
は
こ
の
『
修
心
要
論
』
が
お
そ
ら
く
初
出
で

あ
り
、『
観
心
論
』
に
も
用
い
ら
れ
る
。

問
５
は
「
衆
生
と
仏
と
真
体
は
既
に
同
な
り
。
…
…
我
所
心
、
滅
す
る
が
故
に
生
死
を
受
け
ざ
る
を
得
。」（377b

）
と
い

い
、「
我
所
心
」
と
い
う
見
慣
れ
ぬ
用
語
が
出
る
。
こ
れ
は
『
華
厳
経
』
や
『
大
智
度
論
』
な
ど
に
出
る
が
、
禅
宗
関
係
で

は
こ
の
『
修
心
要
論
』
に
十
二
回
出
る
ほ
か
、『
大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
』（
以
下
『
頓
悟
真
宗
論
』
と
略
す
）
に
一
度
、

『
潙
山
語
録
』
に
一
度
だ
け
出
る
⒀
。
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問
６
は
「
真
如
、
法
性
は
同
一
無
二
」(377c)

と
い
う
。
問
７
、
問
８
は
「
若
し
自
ら
早
く
成
仏
せ
ん
と
願
う
者
は
、
是

れ
本
真
心
を
守
る
こ
と
を
会
せ
よ
。」(377c)

と
成
仏
に
は
守
心
し
か
な
い
と
説
か
れ
る
。
問
９
は
「
我
れ
既
に
衆
生
の
仏
性

は
本
来
清
浄
な
る
こ
と
、
雲
底
の
日
の
如
く
な
る
こ
と
を
体
知
す
。」（378a

）
と
い
う
。

問
１
０
も
「
守
心
」
の
問
い
で
あ
り
、「
先
ず
真
心
を
守
ら
ば
妄
念
生
ぜ
ず
。
我
所
心
、
滅
し
て
後
に
成
仏
を
得
」(378a)

と
あ
る
。
そ
し
て
唐
突
に
「『
観
無
量
寿
経
』
に
依
り
て
端
坐
正
念
し
、
目
を
閉
じ
口
を
合
し
、
心
前
を
平
視
し
て
随
意
近

遠
な
れ
。
一
の
日
想
を
作
し
て
真
心
を
守
り
、
念
念
、
住と

ど

ま
る
こ
と
な
け
れ
ば
即
ち
善
く
気
息
を
調
え
よ
。」（378b

）
と
出

る
。
こ
れ
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
「
日
想
観
」
の
坐
禅
で
、
口
称
念
仏
よ
り
以
前
で
は
念
仏
は
坐
禅
に
お
け
る
行

で
、
早
く
か
ら
実
践
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
問
１
１
に
は
「
内
に
真
心
を
錬
り
」(378b)

と
あ
り
、「
真
心
」
は
「
気
」

の
よ
う
に
練
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

問
１
２
は
「
云
何
が
是
れ
我
所
心
、
滅
す
や
」(378c)

と
い
う
問
い
。
問
１
３
は
長
い
問
い
の
答
え
の
最
後
に
「
命
終
の

時
に
臨
ん
で
正
念
を
失
わ
ず
。
即
得
成
仏
す
。」（379b

）
と
い
う
禅
宗
ら
し
か
ら
ぬ
臨
終
成
仏
の
文
言
が
あ
る
。
最
後
の
問

１
４
に
「
一
乗
を
顕
し
宗
と
為
す
」（379b
）
と
出
し
、
最
後
は
「
天
地
を
指
し
て
誓
を
為
す
、
若
し
我
を
信
ぜ
ず
ば
世
世

に
虎
狼
の
所
食
に
さ
れ
ん
。」（379b

）
と
、
呪
い
の
よ
う
な
文
言
で
結
ば
れ
る
。

こ
の
論
は
「
仏
性
」「
真
如
仏
性
」「
明
見
仏
性
」「
自
心
」
な
ど
の
不
生
不
滅
を
い
う
が
、「
見
性
」
を
い
わ
な
い
の
は
、

敦
煌
本
ぺ
リ
オ
３
５
５
９
と
こ
の
『
禅
門
撮
要
』
本
（
大
正
蔵
）
だ
け
で
あ
る
と
い
う
⒁
。
他
の
写
本
は
「
見
性
」
を
い
う
の

で
あ
る
。四

、『
六
祖
壇
経
』

六
祖
慧
能
は
「
仏
性
」
を
言
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
も
荷
沢
神
会
一
派
の
改
竄
が
多
く
入
っ
て
い
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て
、
元
来
の
も
の
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
「
仏
性
」「
見
性
」「
頓
悟
」
の
語
は
な
い
⒂
。

弘
忍
が
慧
能
に
言
っ
た
と
い
う
「
嶺
南
人
無
仏
性
」
の
話
は
神
会
の
『
雑
徴
義
』（「
六
代
伝
記
」）
に
初
め
て
見
ら
れ
る
も

の
で
、
神
会
の
創
作
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
壇
経
』
に
も
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
六
祖
壇
経
』
の
改
変
は
す
で
に
慧
能
の

弟
子
で
あ
る
慧
忠
国
師
が
「
他
の
壇
経
を
把と

り

て
改
換
し
、
鄙ひ

譚た
ん

を
添て
ん

糅じ
ゅ
うし
て
聖
し
ょ
う

意い

を
削
除
し
後こ
う

徒と

を
惑
乱
す
。
豈
に
言
教

成
ら
ん
や
。
苦
な
る
哉
、
吾
が
宗
、
喪ほ

ろ

ぶ
」（T

51,438a

）
と
嘆
き
、
鵝
湖
大
義
（
七
四
五
―
八
一
八
）
の
『
興
福
寺
内
供
奉
大

徳
大
義
禅
師
碑
銘
』
に
は
神
会
に
つ
い
て
「
宗
徒
は
真
に
迷
い
、
枳き

穀こ
く

体
を
変
じ
て
、
竟つ
い

に
檀
経
の
伝
宗
成
る
。」
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
で
さ
え
「
仏
性
」
が
四
回
、「
見
性
」
は
十
一
回
、
そ
の
う
ち
、
慧
能
の

言
葉
と
し
て
出
る
も
の
は
七
回
、「
真
如
」
は
四
回
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
次
の
引
用
は
、「
自
心
」「
真
如
本
性
」「
自
姓

（
性
）
清
浄
」、「
識
心
」、「
見
性
」「
本
心
」
を
使
っ
て
い
る
か
ら
、
後
の
禅
宗
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
故
に
一
切
万
法
は
尽
く
自
身
の
心
中
に
在
る
こ
と
を
知
る
。
何
ぞ
自
心
に
従
っ
て
頓
に
真
如
本
姓
を
現
ぜ
ざ
る
。『
菩

薩
戒
経
』
に
云
う
、
我
が
本
願マ

マ
（
源
）
は
自
姓
清
浄
と
。
心
を
識
り
て
見
性
し
、
自
ら
仏
道
を
成
じ
、
即
時
に
豁
然
と
し
て

本
心
に
還
り
得
た
り
。
善
知
識
よ
、
我
は
忍
和
尚
の
処
に
於
て
、
一
聞
し
て
言
下
に
大
伍
（
悟
）
し
、
頓
に
真
如
本
性
を
見

る
。
是
の
故
に
汝
、
法
を
し
て
後
代
に
流
行
せ
し
め
よ
。」（
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』T

48,340c

）

禅
宗
で
流
通
し
た
『
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』
で
は
「
仏
性
」
は
二
十
回
、「
見
性
」
は
「
見
性
成
仏
」
を
含
め
て
三
十
七

回
、「
真
如
」
は
十
五
回
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
『
法
宝
壇
経
』
の
後
代
の
禅
宗
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

以
上
、
達
摩
、
慧
可
、
粲
、
道
信
、
弘
忍
、
慧
能
、
神
秀
ら
に
は
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
・
自
性
清
浄
心
」
な
ど
『
涅
槃

経
』
や
『
起
信
論
』
の
用
語
は
な
い
が
、
八
世
紀
初
め
頃
の
杜
朏
、
浄
覚
、『
修
心
要
論
』、「
澄
心
論
」、『
壇
経
』
な
ど
に

は
こ
れ
ら
の
用
語
が
見
え
て
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
禅
宗
の
タ
ー
ム
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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三
節
　
馬
祖
（
七
〇
九
ー
七
八
八
）
時
代
の
禅
文
献
に
お
け
る
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
定
是
非
論
』『
神
会
語
録
』『
壇
語
』（
南
宗
）

六
祖
の
弟
子
と
自
称
す
る
神
会
（
六
八
四
―
七
五
八
）
こ
そ
が
「
仏
性
」「
見
性
」
を
鼓
吹
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
慧
能
と

相
見
し
た
と
き
、
は
や
「
仏
性
」
を
い
っ
て
い
る
。「
吾
に
一
物
あ
り
。
無
頭
無
尾
・
無
名
無
字
・
無
背
無
面
。
諸
人
、
は

た
識
る
や
。
師
（
神
会
）
乃
ち
出
で
て
曰
く
、
是
れ
諸
仏
の
本
原
、
神
会
の
仏
性
。
祖
曰
く
、
汝
に
向
か
い
無
名
無
字
と
い

う
に
、
汝
、
便
ち
喚
ん
で
本
原
仏
性
と
。
師
、
礼
拜
し
て
退
く
。」『
伝
灯
録
』（T

51,245a

）
そ
の
応
答
は
慧
能
か
ら
た
し
な

め
ら
れ
て
い
る
。

七
三
二
年
の
滑か

つ
た
い台
の
宗
論
は
、
敦
煌
本
『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』（
以
下
『
定
是
非
論
』）
に
編
ま
れ
た
が
、
そ
こ
で

神
会
は
こ
う
い
う
。「
我
が
六
代
の
大
師
は
、
一
一
皆
な
単
刀
直
入
、
直
了
見
性
と
言
い
て
階
漸
を
言
わ
ず
。
夫
れ
学
道
の

者
は
須
く
頓
に
仏
性
を
見
て
、
漸し

だ

い
に
因
縁
を
修
す
べ
し
。
是
の
生
を
離
れ
ず
し
て
解
脱
を
得
。
…
…
頓
悟
し
て
仏
性
を

見
る
者
は
、
亦ま

た復
か
く
の
如
し
。
智
慧
自
然
に
漸
漸
に
増
長
す
」（
三
十
⒃
）。「
見
性
」
は
、
見
る
と
い
う
一
時
の
体
験
で
あ

り
、
だ
か
ら
「
頓
悟
」
と
な
る
。
そ
こ
に
坐
禅
が
入
る
余
地
は
な
い
。
神
会
は
い
う
「
今
、
坐
と
言
う
は
、
念
起
こ
ら
ざ
る

を
坐
と
為
し
、
今
、
禅
と
言
う
は
、
本
性
を
見
る
を
禅
と
為
す
。
所
以
に
人
を
し
て
身
を
坐
し
て
住
心
入
定
せ
し
め
ず
。」

（
三
一
）『
定
是
非
論
』
で
は
「
仏
性
」
は
七
回
、「
見
性
」
二
回
、「
見
仏
性
」
二
回
、「
真
如
」
は
三
回
説
か
れ
る
。

『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』（
以
下
『
壇
語
』）〔
一
四
⒄
〕
に
、「
仏
性
」
は
「『
涅
槃
経
』
に
云
く
、
…
…
定

恵
等
し
き
者
は
、
仏
性
を
明
見
す
」
と
説
か
れ
る
が
、
そ
の
「
定
恵
」
と
は
禅
定
と
智
恵
で
は
な
い
。「
寂
静
の
体
は
、
即

ち
名
づ
け
て
定
と
な
す
。
体
上
に
自
然
知
有
り
。
能
く
本
と
寂
静
の
体
を
知
る
を
、
名
づ
け
て
恵
と
為
す
。」〔
一
四
〕「
仏

性
」
は
身
の
中
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。「
今
学
ぶ
所
の
者
は
、
具
さ
に
他
の
説
に
依
り
て
、
身
中
に
仏
性
有
り
と
知
る
な
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り
。
未
だ
了
了
と
し
て
見
る
能
わ
ず
。」〔
二
一
〕

そ
し
て
「
生
滅
門
従
り
、
頓
に
真
如
門
に
入
る
」〔
二
二
〕
と
説
か
れ
て
『
起
信
論
』
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。『

壇
語
』
に
「
見
性
」
は
二
回
、「
仏
性
」
は
五
回
、「
真
如
」
は
三
回
説
か
れ
る
。『
雑
徴
義
』
で
は
、「
見
性
」
が
一
回
、

「
仏
性
」
は
七
回
、「
真
如
」
は
十
七
回
説
か
れ
る
。

　

二
、『
大
乗
無
生
方
便
門
』（
北
宗
）

敦
煌
本
『
大
乗
無
生
方
便
門
』（
以
下
『
方
便
門
』
と
略
す
）
に
は
異
本
十
二
本
⒅
が
存
在
す
る
が
、
相
互
に
か
な
り
異
同
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
が
、
実
際
に
多
方
面
で
読
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。
河
合
康
弘
は
鈴
木
大
拙
、
武

田
忠
、
伊
吹
敦
な
ど
の
検
討
を
踏
ま
え
て
共
通
原
本
が
あ
り
、
そ
の
中
で
大
正
蔵
（
巻
八
十
五
）
に
採
ら
れ
た
ス
タ
イ
ン

２
５
０
３
が
古
形
と
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
⒆
か
ら
、
そ
れ
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
考
え
た
い
。
そ
の
叙
述
者
は
神
秀
に
帰
せ

ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
最
初
に
言
及
さ
れ
る
圭
峰
宗
密
の
『
円
覚
経
大
疏
鈔
』
で
は
「
疏
有
っ
て
、
払
塵
看
浄
、
方
便
通

経
、
下
二
に
叙
列
す
る
也
。
略ほ

ぼ
七
家
を
叙の

べ
る
。
今
、
初
め
の
第
一
也
。
即
ち
五
祖
下
、
北
宗
秀
大
師
、
宗
源
と
為
る
。

弟
子
普
寂
等
大
い
に
之
を
弘
む
。（
中
略
）
方
便
通
経
と
は
、
方
便
は
五
方
便
の
謂
也
⒇
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
北
宗
は
神
秀

を
宗
源
と
し
て
普
寂
ら
が
こ
れ
を
広
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
神
秀
の
述
と
も
普
寂
の
述
と
も
い
っ
て
い
な
い
か
ら
、
普
寂
の

系
統
（
北
宗
）
の
文
書
と
し
て
考
え
た
い
。

『
方
便
門
』
は
そ
の
最
初
に
「
第
一
総
彰
仏
体
。
第
二
開
智
慧
門
。
第
三
顕
示
不
思
議
法
。
第
四
明
諸
法
正
性
。
第
五
自

然
無
礙
解
脱
道
」（T

85,1273b

）
と
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
第
四
初
め
ま
で
で
後
部
は
欠
落
し
て
い
る
。
異
本

の
多
く
は
冒
頭
の
授
菩
薩
戒
儀
が
存
在
し
な
い
。
付
加
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
会
の
『
壇
語
』
冒
頭
の
十
悪
の
懺



108

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

悔
と
共
通
す
る
。
そ
こ
に
「
仏
性
の
威
徳
、
亦ま

た復
是か
く

の
如
し
。…
…
菩
薩
戒
。
是
れ
心
戒
を
持
す
。
仏
性
を
以
て
戒
と
為
す
。

性
心
、
瞥
起
す
れ
ば
即
ち
仏
性
に
違
す
。
是
れ
菩
薩
戒
を
破
る
な
り
。
心
を
護
持
し
て
起
こ
さ
ざ
れ
ば
即
ち
仏
性
に
順し

た
がう
。」

（1273b

）
と
仏
性
が
戒
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
、「
心
の
不
起
」
を
仏
性
に
順
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
仏
性
」
に
は
、「
常
住

不
変
」
や
「
不
生
不
滅
」
と
い
う
属
性
は
言
及
さ
れ
な
い
。

本
文
は
「
和
（
上
）
木
を
撃
ち
て
一
時
に
念
仏
す
。
和
、
言
く
『
一
切
の
相
は
総
て
取
る
を
得
ず
。〔
所
〕
以
に
金
剛
経

に
云
く
、
凡お

よ

そ
所
有
の
相
は
皆
な
是
れ
虚
妄
な
り
。
看
心
し
若
し
浄
な
ら
ば
浄
心
地
と
名
づ
く
。
身
心
を
卷
縮
し
、
身
心
を

舒
展
す
る
莫
く
、
曠
く
放
ち
遠
く
看
て
、
平
等
に
虚
空
を
尽
し
て
看
よ
。』」（1273c

）
と
始
ま
り
、
念
仏
、
そ
し
て
坐
禅
の

さ
ま
が
描
か
れ
、「
看
心
・
看
浄
」
が
説
か
れ
る
。
ま
た
「
真
如
」
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。「
身
心
不
起
に
し
て
常
に
真

心
を
守
る
。
是

い
か
な
る
か沒
是
れ
真
如
。
心
起
こ
ら
ざ
る
は
心
真
如
な
り
。
色
、
起
こ
ら
ざ
る
は
色
真
如
な
り
。
心
真
如
の
故
に
心
解

脱
、
色
真
如
の
故
に
色
解
脱
な
り
。」（1273c

）
だ
が
、
い
っ
た
い
色
の
不
起
と
は
、
身
体
の
不
動
で
、
色
解
脱
と
は
身
解
脱

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

次
が
こ
の
論
の
一
番
の
特
徴
で
あ
る
。「
仏
は
是
れ
西
国
の
梵
語
な
り
。
此
の
地
に
往
翻
す
れ
ば
名
づ
け
て
覚
と
為
す
。

言
う
所
の
覚
の
義
と
は
、
心
体
の
離
念
な
り
。
離
念
は
是
れ
仏
の
義
、
覚
の
義
な
り
。」（1273c

）
衆
生
に
対
す
る
「
仏
」
と

い
う
概
念
を
、「
覚
」
と
訳
す
る
こ
と
で
、『
起
信
論
』
の
「
本
覚
」
と
次
の
よ
う
に
結
合
さ
せ
て
い
る
。「
…
…
離
念
の
相

と
は
、
虚
空
界
に
等
し
く
遍
か
ら
ざ
る
所
な
し
。
法
界
は
一
相
な
り
。
即
ち
是
れ
如
来
の
平
等
法
身
な
り
。
此
の
法
身
に
於

い
て
説
き
て
本
覚
と
名
づ
く
。
心
の
初
起
を
覚
す
る
に
、
心
、
初
相
無
し
。
微
細
の
念
を
遠
離
し
て
、
心
性
を
見
る
こ
と

を
了
ず
れ
ば
、
性
は
常
住
な
り
、
究
竟
覚
と
名
づ
く
。」（1273c 
棒
線
部
は
い
ず
れ
も
『
起
信
論
』〈T

32,576b

〉
の
引
用
で
あ
る
。）

た
だ
法
身
に
対
し
て
「
本
覚
」
を
使
っ
て
も
、
そ
れ
が
実
体
的
な
「
心
」
と
な
る
こ
と
を
避
け
て
、『
起
信
論
』
で
は
「
心

は
即
ち
常
住
な
り
、
究
竟
覚
と
名
づ
く
」（576b

）
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
性
は
常
住
な
り
、
究
竟
覚
と
名
づ
く
。」
と
し
て
い
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る
。「

覚
」
は
「
本
覚
始
覚
」
と
は
展
開
さ
れ
ず
に
、「
是

い
か
な
る
か沒
是
れ
三
義
。
自
覚
・
覚
他
・
覚
満
な
り
。
離
心
を
自
覚
と
す
、
五

根
を
縁
ぜ
ず
。
離
色
を
覚
他
と
す
、
五
塵
を
縁
ぜ
ず
。
心
色
倶
に
離
る
る
を
覚
行
円
満
と
す
。」（1274a

）
と
、「
自
覚
・
覚

他
・
覚
行
円
満
」（『
華
厳
経
隨
疏
演
義
鈔
』）
と
い
う
『
華
厳
経
』
の
解
釈
に
つ
な
げ
て
い
る
（
異
本
に
は
本
覚
始
覚
と
展
開
す
る

も
の
も
あ
る
）。

第
三
顕
示
不
思
議
法
は
、「
心
色
倶
に
繋
縛
を
離
る
。
是
れ
を
不
可
思
議
解
脱
と
名
づ
く
」（1277a

）
と
あ
り
、「
須
弥
を

芥
子
中
に
納
む
」(1277b)
、「
四
大
海
水
を
以
て
毛
孔
に
入
る
」（1277b

）
と
い
う
『
楞
伽
師
資
記
』
に
も
あ
る
『
維
摩
経
』

不
思
議
品
の
二
つ
の
譬
え
に
つ
い
て
の
問
答
が
あ
る
。

以
上
、『
方
便
門
』
に
は
「
仏
性
」、「
真
如
」
が
言
及
さ
れ
、『
起
信
論
』
や
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
影
響
が
窺
え
る
の
で
、

や
は
り
「
北
宗
」
の
思
想
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、「
見
性
」
は
な
く
、「
仏
性
」
の
常
住
や
不
生
不
滅
は
説
か
れ
な
い
。
だ

が
、「
一
念
の
浄
心
、
頓
に
仏
地
を
超
ゆ
」
が
神
会
の
思
想
に
影
響
を
与
え
た
㉑
と
も
思
え
な
い
。
神
会
の
頓
悟
は
あ
く
ま

で
「
見
性
」
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

三
、『
観
心
（
破
相
）
論
』

敦
煌
本
『
観
心
論
』
は
、
達
摩
の
論
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
『
破
相
論
』
の
異
本
㉒
で
あ
り
、『
破
相
論
』
の
方
が
後
の
成

立
で
あ
る
。『
観
心
論
』
は
神
秀
作
と
み
な
さ
れ
て
き
た
㉓
。
だ
が
、
内
容
と
、
神
秀
と
親
し
い
玄
賾
が
神
秀
に
つ
い
て

「
禅
法
を
受
得
し
て
、
伝
灯
黙
照
し
、
言
語
の
道
、
断た

え
、
心
行
処
滅
し
て
文
記
を
出
さ
ず
。」（『
楞
伽
師
資
記
』
柳
田
２
９
８
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
論
は
最
初
に
「
真
如
仏
性
は
一
切
の
功
徳
の
因
、
覚
は
根
為
り
。」（T

85,1270c

）
と
説
く
が
、
そ
れ
が
常
住
で
あ
る



110

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

と
も
清
浄
で
あ
る
と
も
説
か
れ
な
い
。「
真
如
仏
性
」
は
『
修
心
要
論
』
の
用
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
真
如
の
性
は
既
に

三
毒
の
所
に
覆
障
せ
ら
る
」（1271a

）
と
、
損
な
わ
れ
て
毒
に
覆
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
『
破
相
論
』
で
は
、

「
自
心
の
起
用
に
二
種
の
差
別
有
る
を
見
了
す
。
云
何
が
二
と
為
す
や
。
一
は
浄
心
、
二
は
染
心
な
り
」（T

48,367a

）
と
し

て
、
先
述
の
よ
う
に
『
修
心
要
論
』
の
「『
十
地
経
』
云
う
、
衆
生
の
身
中
に
…
…
」
を
引
く
。
ま
た
「
身
心
を
鎔
練
せ

ば
、
真
如
仏
性
は
遍
く
一
切
戒
律
の
模か

た

中
に
入
り
、
教
の
如
く
奉
行
し
以
て
欠
漏
無
し
。
自
然
に
真
容
の
像
を
成
就
す
。」

（1271c

）
と
説
か
れ
る
。
身
心
を
練
っ
て
初
め
て
真
如
仏
性
が
戒
律
の
中
に
入
っ
て
常
住
の
色
身
と
な
る
と
い
う
奇
妙
な
も

の
で
あ
る
。
六
根
は
六
賊
で
あ
り
、「
能
く
悪
業
を
成
じ
て
真
如
の
体
を
損
な
う
。」
と
、「
真
如
の
体
」
も
損
な
わ
れ
る
。

「
仏
性
」
は
、『
温
室
経
』
が
引
か
れ
る
所
で
「
浄
戒
の
湯
を
温
め
、
身
中
の
仏
性
を
洗
い
蕩な

が

し
て
七
法
を
受
持
し
、
以
て
自

ら
莊
厳
す
。
…
…
且か

つ
仏
性
の
如
き
は
是
れ
凡
形
に
非
ず
」（1272c

）
と
、
洗
い
流
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
論
に
は
「
見
性
」
も
説
か
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
見
性
思
想
と
は
無
縁
で
あ
る
し
、『
起
信
論
』
の
「
真
如
」
と
も
無
関
係

で
あ
る
。

ま
た
「
観
心
」
と
い
う
が
、
み
る
べ
き
心
は
主
に
「
無
明
之
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
要
を
取
り
て
之
を
言
わ
ば
、
皆
な

三
毒
に
由
る
を
以
て
根
本
と
為
す
」（1270c
）
の
で
あ
り
、「
三
毒
」
は
実
に
二
十
三
回
説
か
れ
る
。

最
後
の
方
に
言
及
さ
れ
る
「
但
だ
能
く
摂
心
内
照
し
て
覚
観
、
常
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
三
毒
絶
え
永
く
消
亡
せ
し
む
」

（1273b

）
と
あ
る
「
覚
観
」
は
「
尋
伺
」
と
も
訳
さ
れ
、
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
で
は
四
禅
の
最
初
の
段
階
と
し
て
説
か
れ
て
、

禅
宗
の
用
語
で
は
な
い
。「
摂
心
内
照
・
覚
観
常
明
」
の
句
を
受
け
て
、
神
会
の
「
凝
心
入
定
・
住
心
看
浄
・
起
心
外
照
・

摂
心
内
照
」
と
い
う
北
宗
禅
攻
撃
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
な
っ
た
と
す
る
説
㉔
は
妥
当
し
な
い
し
、
ま
し
て
「
神
秀
の
『
観
心

論
』
は
、
謂
わ
ゆ
る
北
宗
禅
の
入
門
書
で
あ
る
と
共
に
、
奥
義
書
で
あ
る
。
㉕
」
と
い
う
評
価
は
妥
当
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
坐
禅
が
説
か
れ
ず
、『
方
便
門
』
の
用
語
で
あ
る
「
離
念
」（
二
十
二
回
）、「
浄
心
」（
四
回
）
も
な
い
の
で
、
北
宗
の
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書
だ
と
は
い
え
ま
い
。「
波
羅
蜜
と
は
即
ち
是
れ
梵
の
言
な
り
。
漢
に
は
達
彼
岸
と
言
う
」（1271a

）、「
伽
藍
と
言
う
は
西

国
の
梵
音
な
り
。
此
の
地
に
翻
じ
て
清
浄
処
地
と
為
す
。」（1271c

）、「
仏
者
覚
也
」（1273a

）
と
い
う
言
い
方
は
、『
方
便

門
』
の
「
仏
は
是
れ
西
国
の
梵
語
。
此
の
地
に
往
く
に
翻
じ
て
名
づ
け
て
覚
と
為
す
」(1273c)

の
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『
達
摩
観
門
』
は
同
じ
く
誤
っ
て
達
摩
作
と
伝
え
ら
れ
る
が
、「
仏
性
」、「
見
性
」
は
な
く
、「
真
如
」
が
「
真
如
門
と
は

覚
心
無
心
に
し
て
虚
空
に
等ひ

と同
し
。
故
に
真
如
門
と
名
く
。
智
慧
門
と
は
…
…
」（1270b

）
と
二
回
出
る
が
、『
起
信
論
』

と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、『
頓
悟
真
宗
論
』
は
、
程
正
に
よ
っ
て
、『
頓
悟
真
宗
要
決
』、『
大
乗
無
生
方
便
門
』、

『
観
心
論
』、『
楞
伽
師
資
記
』
の
ほ
か
、『
御
注
金
剛
般
若
経
』、『
大
乗
起
世
論
』
も
資
料
と
し
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
判
明

し
た
㉖
の
で
、
論
じ
な
い
。

四
、『
歴
代
法
宝
記
』（
保
唐
宗
）

『
歴
代
法
宝
記
』
も
敦
煌
本
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
会
の
『
定
是
非
論
』、
浄
覚
の
『
楞
伽
師
資
記
』
を
ふ
ま
え
て
、
無

住
（
七
一
四
―
七
七
四
）
が
南
宗
北
宗
以
外
の
達
摩
以
来
の
正
統
な
禅
宗
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
書
で
あ
る
。
い
ち
お
う
弘

忍
の
法
嗣
、
智ち

詵せ
ん

を
宗
祖
と
し
て
、
処
寂
、
つ
い
で
新
羅
僧
（
金
和
尚
）
無
相
、
無
住
と
伝
灯
を
記
す
が
、
そ
れ
は
史
実
で

は
な
く
、
袈
裟
と
い
う
正
統
の
証
拠
物
が
い
か
に
し
て
無
住
に
伝
わ
っ
た
か
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
初
祖
達
摩
か
ら
、

二
祖
、
三
祖
、
四
祖
と
次
第
し
、
六
祖
章
で
は
弘
忍
と
の
仏
性
問
答
、「
身
は
是
れ
獠
な
り
と
雖
も
、
仏
性
は
豈
に
和
上
と

異
な
ら
ん
や
。…
…
忍
大
師
、
碓
上
に
就
い
て
密
に
説
き
、
直
に
見
性
を
了
ぜ
し
む
」（
柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
Ⅱ
』
㉗
９
９
頁
）

に
よ
っ
て
伝
法
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
慧
能
の
袈
裟
が
則
天
武
后
に
召
し
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
智
詵
に
与
え
ら
れ
、
そ

の
弟
子
の
処
寂
に
渡
り
、
そ
し
て
密
か
に
海
東
の
金
（
無
相
）
禅
師
に
与
え
ら
れ
る
。
無
相
の
説
法
に
は
「
一
切
の
衆
生
は
、

無
明
の
酒
に
酔
う
て
、
自
身
に
見
性
成
仏
す
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。
又
『
起
信
論
』
を
引
い
て
云
く
、
心
真
如
門
、
心
生
滅
門
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と
は
…
…
」（
柳
田
Ⅱ
、
１
４
６
）
と
い
う
件
り
が
あ
る
。
そ
の
後
、
無
相
章
の
前
に
神
会
章
が
あ
り
、
滑
台
の
宗
論
が
「
無

念
の
法
を
説
き
て
、
見
性
を
立
つ
。」
と
示
さ
れ
、
遠
法
師
と
の
問
答
が
「
又
問
う
、『
法
師
は
仏
性
を
見
る
や
。』
法
師
答

う
、『
見
ず
。』
会
和
上
云
く
、『
獅
子
吼
品
に
云
く
、〈
若
し
人
、
仏
性
を
見
ず
ん
ば
、
即
ち
合ま

さ

に
『
涅
槃
経
』
を
講
ず
べ
か

ら
ず
、
若
し
仏
性
を
見
れ
ば
、
即
ち
合ま

さ

に
『
涅
槃
経
』
を
講
ず
べ
し
〉
と
。』
遠
法
師
却
っ
て
問
う
、『
和
上
は
見
る
や
』
会

答
う
、『
見
る
。』」（
柳
田
Ⅱ
、
１
５
６
）
と
あ
っ
て
、「
仏
性
」「
見
性
」
が
説
か
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
章
に
は
不
思
議
な
論
述

が
あ
る
。「
汝
が
剣
南
の
詵
禅
師
は
是
れ
法
師
に
し
て
了
教
を
説
か
ず
。
唐
禅
師
は
是
れ
詵
禅
師
の
弟
子
に
し
て
、
亦
た
了

教
を
説
か
ず
…
…
益
州
の
金
（
無
相
）
は
こ
れ
禅
師
な
る
も
、
了
教
を
説
く
こ
と
は
亦
た
得
ず
。
了
教
を
説
か
ず
と
雖い
え
ど然
も
、

仏
法
は
只
だ
彼
処
に
在
り
。」（
柳
田
Ⅱ
、
１
５
７
）
正
し
い
法
は
な
く
て
も
袈
裟
は
相
伝
さ
れ
、
そ
れ
を
伝
持
す
る
無
住
は
仏

法
の
正
統
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
神
会
か
ら
無
住
と
い
う
実
際
の
思
想
の
伝
灯
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
間
の
袈
裟
伝
持
者
の
思

想
は
問
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

神
会
を
承
け
た
無
住
の
説
法
は
こ
の
書
の
大
半
を
占
め
る
が
、
ま
ず
「
処
座
の
説
法
に
、
直
に
見
性
に
至
ら
し
む
。」
と

い
い
、「
一
切
衆
生
は
本
来
清
浄
な
り
。
本
来
、
円
満
し
て
添
ず
る
こ
と
も
亦
た
得
ず
。
…
…
仮
名
の
善
知
識
、
本
性
を
指

し
て
、
即
ち
仏
道
を
成
ず
。」（
柳
田
Ⅱ
、
１
６
４
）
と
宣
言
す
る
。
ま
た
、
そ
の
茶
話
で
「
衆
生
の
本
性
を
指
し
て
、
見
性
せ

ば
、
即
ち
仏
道
を
成
じ
、
相
に
著
せ
ば
即
ち
沈
輪
す
。」（
柳
田
Ⅱ
、
２
７
４
）
と
出
す
。

『
歴
代
法
宝
記
』
は
、
神
会
を
継
承
す
る
ゆ
え
に
「
仏
性
」「
見
性
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
あ
る
が
、「
仏
性
」
は
多
く
は

な
く
「
見
性
」
は
十
箇
所
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
も
神
会
の
思
想
で
あ
る
「
無
念
」
は
百
箇
所
以
上
使
わ
れ
る
。
柳
田
に

よ
れ
ば
、
宗
密
は
か
れ
ら
を
評
し
て
「
剃
髪
し
了
っ
て
便
ち
七
条
の
袈
裟
を
掛
く
る
の
み
。
禁
戒
を
受
け
ず
、
礼
懺
、
転

読
、
画
仏
、
写
経
に
至
っ
て
は
、
一
切
こ
れ
を
毀や

ぶ

り
て
皆
な
妄
想
と
し
、
所
住
の
院
に
仏
事
を
置
か
ず
。
故
に
教
行
に
拘
ら

ず
と
云
う
。」（
柳
田
Ⅱ
、
２
２
）
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
坐
禅
も
行
じ
ら
れ
な
い
。
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実
際
の
戒
定
慧
の
な
い
こ
れ
が
、
果
た
し
て
仏
教
だ
ろ
う
か
。

四
節
　
馬
祖
以
後
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

『
悟
性
論
』
と
『
血
脈
論
』
は
、
敦
煌
文
献
で
は
な
く
、「
達
磨
三
論
」
あ
る
い
は
「
少
室
六
門
」
の
一
部
と
し
て
、『
破

相
論
』
と
共
に
と
り
わ
け
日
本
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
㉘
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
期
の
日
本
達
磨
宗
の
用
い
た
書
で
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
内
容
は
、『
悟
性
論
』
が
「
真
見
」（
六
回
）
を
説
く
の
に
対
し
て
『
血
脈
論
』
に
そ
れ
は
な
く
、『
血
脈
論
』

が
「
見
性
」
を
三
十
二
回
説
く
の
に
対
し
て
『
悟
性
論
』
に
そ
れ
は
な
く
、
お
よ
そ
異
な
る
思
想
で
あ
る
。
た
だ
達
磨
大
師

作
と
い
う
こ
と
だ
け
が
『
破
相
論
』
を
含
め
て
共
通
す
る
が
、
敦
煌
文
献
に
は
な
い
か
ら
、
そ
の
成
立
と
伝
播
は
、
地
域
あ

る
い
は
時
代
が
『
観
心
論
』（
破
相
論
）
と
は
異
な
っ
て
い
よ
う
。

そ
し
て
両
者
と
も
百
丈
懐
海
（
七
四
九
―
八
一
四
）
が
「
自じ

然ね
ん

外
道
に
属
す
」
と
批
判
し
た
も
の
㉙
に
近
い
。『
悟
性
論
』

は
「
能
く
返
照
し
て
了
了
と
し
て
貪
瞋
痴
性
を
見
れ
ば
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
貪
瞋
痴
の
外
に
更
に
別
に
仏
性
有
る
こ
と

無
し
。」（T

48,370c

）
と
、
三
毒
と
仏
性
を
異
な
ら
な
い
と
し
㉚
、『
血
脈
論
』
は
「
吾
に
問
う
は
即
ち
是
れ
汝
の
心
、
無

始
曠
大
劫
従
り
以
来
、
乃
至
、
施
為
運
動
、
一
切
時
中
一
切
処
所
、
皆
な
是
れ
汝
の
本
心
、
皆
な
是
れ
汝
の
本
仏
な
り
。」

（T
48,373b

）
と
い
う
。
応
答
し
、
施
為
運
動
す
る
も
の
は
、
ふ
つ
う
私
た
ち
が
心
の
働
き
と
す
る
脳
の
作
用
に
よ
る
行
為
や

動
作
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
仏
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

一
、『
悟
性
論
』

『
悟
性
論
』
に
は
す
で
に
引
い
た
と
こ
ろ
以
外
に
は
「
仏
性
」
に
言
及
し
な
い
し
、「
見
性
」
も
説
か
れ
な
い
。「
真
如
」

は
最
後
の
「
夜
坐
偈
」
と
名
付
け
ら
れ
た
五
更
転
に
の
み
三
度
出
る
。
す
な
わ
ち
「
憶
想
を
起
こ
さ
ざ
れ
ば
真
如
性
な
り
」
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(373a)

、「
世
界
の
本
性
は
真
如
性
な
り
。」(373a)

、「
真
如
平
等
性
を
見
ん
と
欲
す
れ
ば
、
慎
ん
で
心
を
生
ず
る
こ
と
勿
れ
。」

（373a

）
と
あ
っ
て
、『
起
信
論
』
の
「
真
如
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

『
悟
性
論
』
の
特
徴
は
『
二
入
四
行
論
』
と
の
密
接
な
関
係
が
あ
る
、
と
通
然
が
指
摘
す
る
件
り
㉛
に
見
え
る
論
理
を
縦

横
に
使
う
こ
と
で
あ
る
。

『
悟
性
論
』
の
「
若
し
、
心
は
是
れ
仮
名
な
り
、
実
体
有
る
こ
と
無
し
と
知
れ
ば
、
即
ち
自
寂
の
心
も
、
ま
た
こ
れ
非
有
、

ま
た
こ
れ
非
無
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
凡
夫
は
一
向
に
心
を
生
じ
名
づ
け
て
有
と
為
す
。
小
乗
は
一
向
に
心
を
滅
し
名

づ
け
て
無
と
為
す
。
菩
薩
と
仏
と
は
未
だ
曽
て
心
を
生
ぜ
ず
。
未
だ
曽
て
心
を
滅
せ
ず
。
名
づ
け
て
非
有
非
無
の
心
と
為

す
。
非
有
非
無
の
心
、
此
れ
を
名
づ
け
て
中
道
と
為
す
」（371b

）
は
、『
二
入
四
行
論
』
の
「
心
体
は
無
体
な
り
…
…
凡
夫

は
有
に
住
し
、
小
乗
は
無
に
住
し
、
菩
薩
は
有
無
に
住
せ
ず
と
す
る
は
、
是
れ
自
心
に
計
っ
て
妄
想
す
る
の
み
。」（『
達
摩
の

語
録
』
㉜
〔
４
８
〕）
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
慧
可
㉝
の
眼
目
は
、
最
後
の
一
句
で
あ
り
、
そ
れ
は
最
初
の
「
心
体
は

無
体
な
り
」
か
ら
す
べ
て
自
心
に
計
っ
た
妄
想
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
悟
性
論
』
の
説
は
慧
可

か
ら
す
れ
ば
、
妄
想
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
Ａ
に
非
ず
、
Ｂ
に
非
ず
、
Ａ
Ｂ
に
非
ず
と
い
う
論
理
が
、『
悟
性
論
』
で
は
次
の

よ
う
に
種
々
に
使
わ
れ
る
。

「
凡
夫
は
一
向
に
動
な
り
。
小
乗
は
一
向
に
定
な
り
。
謂
ゆ
る
凡
夫
小
乗
の
坐
禅
を
出
過
す
る
は
、
大
坐
禅
と
名
づ
く
。」

（371a

）
「
迷
う
時
は
此
岸
有
り
。
悟
る
時
は
此
岸
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
凡
夫
は
一
向
に
此
に
住
す
る
が
為
な
り
。
若
し
最

上
乗
の
覚
な
れ
ば
、
心
、
此
に
住
さ
ず
。
亦
た
彼
に
住
さ
ず
。
故
に
能
く
此
彼
の
岸
を
離
る
る
也
。」（371a

）

「
有
と
は
、
無
に
於
い
て
有
り
。
無
と
は
、
有
に
於
い
て
無
し
。
是
れ
を
真
見
と
名
づ
く
。
夫
れ
真
見
と
は
、
見
ざ
る
所

無
く
、
亦
た
見
る
所
無
し
。
…
…
凡
夫
の
見
る
所
は
、
皆
な
妄
想
と
名
づ
く
。
若
し
寂
滅
し
て
、
見
無
け
れ
ば
始
め
て
真
見
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と
名
づ
く
。」（371b

）

「
如
来
は
此
岸
に
在
ら
ず
、
亦
た
彼
岸
に
在
ら
ず
、
中
流
に
在
ら
ず
。
中
流
と
は
小
乗
人
也
。
此
岸
と
は
凡
夫
也
。
彼
岸

と
は
菩
提
也
。」（372b

）

如
来
が
彼
岸
、
菩
提
に
在
ら
ず
と
は
奇
妙
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
論
法
は
続
く
。
慧
可
に
い
わ
せ
れ
ば
、
要
す

る
に
す
べ
て
妄
想
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
通
然
は
、『
悟
性
論
』
と
『
観
心
論
』
と
の
関
連
を
い
う
。
す
な
わ
ち
『
悟
性
論
』
の
「
妄
想
無
き
時
は
一
心
、
是

れ
一
仏
国
な
り
。
妄
想
有
る
時
、
一
心
是
れ
一
地
獄
。
衆
生
は
妄
想
を
造
作
し
、
心
を
以
て
、
心
を
生
ず
。
故
に
常
に
地

獄
に
在
り
。
菩
薩
は
妄
想
を
観
察
し
て
、
心
を
以
て
心
を
生
ぜ
ず
。
故
に
常
に
仏
国
に
在
り
。
…
…
心
中
に
三
毒
有
れ
ば
、

是
れ
国
土
穢
悪
と
名
づ
く
。
心
中
に
三
毒
無
け
れ
ば
、
是
れ
国
土
清
浄
と
名
づ
く
。」（371c-372a

）
を
『
観
心
論
』
の
「
浄

心
・
染
心
」
の
思
想
を
承
け
て
い
る
と
い
う
が
、「
浄
心
・
染
心
」
は
、
後
に
付
加
さ
れ
た
『
破
相
論
』
に
あ
る
部
分
で
、

元
来
の
『
観
心
論
』
に
は
な
い
。「
浄
心
・
染
心
」
は
『
起
信
論
』
の
用
語
で
あ
り
、「
真
心
」
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。『
悟

性
論
』
の
論
理
は
、
二
元
で
は
な
く
、
引
用
さ
れ
た
「
…
…
」
の
所
に
は
「
若
し
一
念
心
起
こ
ら
ば
、
則
ち
善
悪
二
業
有

り
、
天
堂
地
獄
有
り
。
若
し
一
念
心
起
こ
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
善
悪
二
業
無
く
、
亦
た
天
堂
地
獄
無
し
。」（371c-372a

）
と
あ

り
、
そ
れ
が
重
要
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
貪
為
欲
界
。
瞋
為
色
界
。
痴
為
無
色
界
」（371a

）
は
『
観
心
論
』
と
同
じ
表
現

で
あ
り
、「
三
毒
」
も
説
か
れ
る
が
、
影
響
と
い
え
る
ほ
ど
で
は
な
か
ろ
う
。

「
若
し
悟
る
時
は
、
衆
生
仏
を
度
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
仏
は
自
ら
成
ら
ず
。
皆
な
衆
生
の
度
す
に
由
る
が
故
に
。
諸

仏
は
無
明
を
以
て
父
と
為
し
、
貪
愛
を
母
と
為
す
。
無
明
貪
愛
は
皆
な
是
れ
衆
生
の
別
名
也
。」（372b

）
と
い
う
、
仏
道
と

し
て
首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
説
か
れ
る
。
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二
、『
血
脈
論
』

『
血
脈
論
』
に
は
、「
真
如
」
は
説
か
れ
な
い
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
「
見
性
」
を
成
仏
の
要
と
し
て
次
の
よ
う
に
説

く
。「

但
だ
本
性
を
見
れ
ば
一
字
も
識
ら
ず
と
も
ま
た
得
。
見
性
す
れ
ば
即
ち
是
れ
仏
な
り
。」（T

48,375a

）

「
問
う
て
曰
く
。
若
し
見
性
せ
ざ
れ
ば
、
念
仏
・
誦
経
・
布
施
・
持
戒
・
精
進
・
広
興
福
利
し
て
成
仏
す
る
こ
と
を
得
る

や
。
答
え
て
曰
く
、
得
ず
。
…
…
成
仏
は
須
く
是
れ
見
性
す
べ
し
。」（374a

）

「
但
だ
見
性
せ
ざ
れ
ば
、
人
、
読
経
念
仏
し
、
長
学
精
進
し
、
六
時
行
道
、
長
坐
不
臥
し
て
広
学
多
聞
な
る
も
、
以
て
仏

法
と
為
さ
ば
、
此
等
の
衆
生
は
尽
く
是
れ
仏
法
を
謗
ず
る
人
な
り
。」（375b-c

）

と
こ
ろ
が
こ
の
「
見
性
」
は
仏
性
を
見
る
こ
と
で
は
な
い
。「
仏
性
」
は
四
回
説
か
れ
る
が
、
次
の
よ
う
に
「
見
る
べ
き

も
の
」
で
は
な
い
。

「
然
れ
ば
則
ち
仏
性
自
ら
有
り
。
若
し
師
に
因
ら
ざ
れ
ば
、
終
に
明
了
せ
ず
。」（373c

）、「
仏
性
、
本も
と
よ
り自
之
れ
有
り
。
迦

葉
は
只
だ
是
れ
本
性
を
悟
得
す
る
の
み
。
本
性
は
即
ち
是
れ
心
な
り
。」（374c

）、「
若
し
衆
生
性
を
離
れ
て
別
に
仏
性
の
得

べ
き
有
ら
ば
、
仏
は
今
、
何
処
に
在い

ま

す
や
。
衆
生
性
は
即
ち
是
れ
仏
性
也
。」（374a

）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
仏
性
」
は
「
衆
生
性
」
と
同
じ
も
の
で
、
仏
の
性
と
対
句
に
な
る
衆
生
の
性
で
あ
り
、『
涅
槃
経
』
の

仏
性
と
は
関
係
な
い
。
だ
か
ら
衆
生
に
元
来
あ
る
も
の
で
、
見
る
も
の
、
得
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
血
脈
論
』

の
「
見
性
」
は
宋
代
の
「
見
性
」
と
は
異
な
る
。

『
血
脈
論
』
の
「
見
性
」
は
仏
道
の
必
須
要
件
で
あ
る
戒
定
慧
を
修
す
る
こ
と
を
「
謗
法
」
と
ま
で
い
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
見
性
さ
え
す
れ
ば
、
戒
は
不
要
で
あ
る
。
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「
問
う
て
曰
く
、
白
衣
は
妻
子
有
り
。
婬
慾
を
除
か
ず
。
何
に
憑
り
て
か
成
仏
を
得
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
只
だ
見
性
を

言
い
て
婬
慾
を
言
わ
ず
。
只
だ
見
性
せ
ざ
る
が
為
な
り
。
但
だ
見
性
を
得
れ
ば
、
婬
慾
は
本
来
空
寂
に
し
て
断
除
を
仮
ら

ず
。
亦
た
楽
に
著
せ
ず
。」（375c

）

『
血
脈
論
』
の
見
る
べ
き
、
得
る
べ
き
「
性
」
は
「
本
性
」
で
あ
る
。

「
直
に
本
性
を
見
る
、
之
を
名
づ
け
て
禅
と
為
す
。
若
し
本
性
を
見
ざ
れ
ば
、
即
ち
禅
に
非
ざ
る
也
。
仮た

と使
い
千
経
万
論

を
説
き
得
た
る
も
、
若
し
本
性
を
見
ざ
れ
ば
、
只
だ
是
れ
凡
夫
、
是
れ
仏
法
に
非
ず
。
至
道
は
幽
深
に
し
て
話
会
す
べ
か
ら

ず
。
典
教
は
何
に
憑
り
て
か
及
ぶ
所
あ
ら
ん
。
但
だ
本
性
を
見
れ
ば
、
一
字
を
識
ら
ず
も
亦
た
得
る
な
り
。
見
性
す
れ
ば
即

ち
是
れ
仏
な
り
。」（375a
）。
そ
の
他
「
若
し
本
性
を
見
れ
ば
」（375a,375b

）「
但
だ
本
性
を
見
れ
ば
」（375a,375b

）
と
言
及

さ
れ
る
。

「
本
性
」
は
「
心
」
で
あ
り
、「
此
の
心
は
無
始
曠
大
劫
従
り
、
如
今
と
別
な
ら
ず
。
未
だ
曽
て
生
死
有
ら
ず
。
不
生
不

滅
、
不
増
不
減
、
不
垢
不
浄
、
不
好
不
悪
、
不
来
不
去
、
亦
た
是
非
無
し
。
亦
た
男
女
相
無
く
、
亦
た
僧
俗
老
少
無
く
、
聖

無
く
、
凡
無
し
。」（374b

）。
不
生
不
滅
は
「
仏
性
」
で
は
な
く
「
心
」
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
「
心
」
は
、
最
初
に
「
前
仏
後
仏
、
以
心
伝
心
、
不
立
文
字
」（373b

）
と
い
わ
れ
る
「
心
」
で
あ
る
が
、

た
だ
そ
れ
は
「
汝
、
吾
に
問
う
は
即
ち
是
れ
汝
の
心
。
吾
、
汝
に
答
う
る
は
、
即
ち
是
れ
吾
が
心
な
り
。」(373b)

と
い
う
私

た
ち
の
ふ
つ
う
の
心
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
仏
は
是
れ
西
国
語
。
此
土
に
云
く
、
覚
性
な
り
。
覚
と
は
霊
覚
な
り
。
機
に
応
じ
物
に
接
し
て
、
揚
眉
瞬
目

し
、
運
手
動
足
す
。
皆
な
是
れ
自
己
の
霊
覚
之
性
な
り
。」（375a
）
と
い
わ
れ
る
。
仏
が
「
覚
」
に
な
り
、
さ
ら
に
「
霊

覚
」
に
な
る
。「
霊
覚
」
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
三
つ
の
灯
史
、
北
宗
系
『
方
便
門
』、『
修
心
要
論
』、『
神
会
語
録
』、『
観

心
論
』、『
悟
性
論
』、
い
ま
ま
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
『
達
摩
観
門
』『
大
乗
北
宗
論
』
に
も
な
い
用
語
で
あ
る
。
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こ
こ
に
至
っ
て
、
こ
れ
ら
と
伝
統
的
な
禅
と
の
接
点
が
見
え
る
。

慧
忠
（
？
―
七
七
五
）
が
問
う
た
南
方
の
知
識
の
説
示
は
こ
う
で
あ
る
。「
即
心
是
仏
、
仏
は
是
れ
覚
の
義
。
汝
、
今
、
悉

く
見
聞
覚
知
の
性
を
具
す
。
此
の
性
、
善よ

く能
揚
眉
瞬
目
し
、
去
来
運
用
し
て
身
中
に
遍
し
。
頭
を
挃つ

け
ば
頭
知
り
、
脚
を

挃つ

け
ば
脚
知
る
。
故
に
正
遍
知
と
名
づ
く
。
此
れ
を
離
れ
て
之
の
外
に
更
に
別
の
仏
無
し
。」（T

51,437c

）
こ
こ
で
は
「
覚
」

ま
で
で
「
霊
覚
」
と
は
言
わ
れ
な
い
が
、「
見
聞
覚
知
、
揚
眉
瞬
目
」
の
性
で
あ
る
。
こ
の
段
で
『
壇
語
』
の
改
変
が
い
わ

れ
る
の
で
、
南
方
の
知
識
は
神
会
系
の
人
々
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、「
即
心
是
仏
」
が
あ
る
の
で
馬
祖
禅
だ
と
広
く
誤

解
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
宗
密
（
七
八
〇
―
八
四
一
）
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
で
は
馬
祖
禅
を
こ
う
評
す
る
。

「
即
今
、
能
く
語
言
動
作
し
貪
嗔
慈
忍
し
、
善
悪
を
造
り
苦
楽
等
を
受
く
、
即
ち
汝
の
仏
性
な
り
。
即
ち
此
れ
本
来
是
れ

仏
な
り
。
此
れ
を
除
き
て
別
の
仏
無
き
也
。
此
れ
を
了
ず
れ
ば
天
真
自
然
な
る
が
故
に
、
起
心
し
修
道
す
べ
か
ら
ず
。
道

は
即
ち
是
れ
心
な
り
。
心
を
将
ち
て
還
た
心
を
修
す
べ
か
ら
ず
。」（T

48,402c

）。
宗
密
は
、
馬
祖
を
金
和
尚
（
無
相
）
の
弟

子
と
す
る
よ
う
に
、
馬
祖
禅
の
正
し
い
情
報
を
知
ら
な
い
。
た
だ
馬
祖
の
流
れ
を
汲
む
人
々
に
『
血
脈
論
』
に
通
ず
る
邪

道
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
馬
祖
の
嗣
の
章
敬
懷
暉
の
嗣
、
弘
辯
禅
師
が
、
唐
の
宣
宗
（
在
位
は
八
四
六
―

八
五
九
）
と
次
の
よ
う
に
問
答
し
て
い
る
。

「
帝
曰
く
、
何
を
か
仏
心
と
為
す
。
対
え
て
曰
く
、
仏
と
は
西
天
の
語
、
唐
に
は
覚
と
言
う
。
人
に
智
慧
の
覚
照
有
る
を

謂
い
て
仏
心
と
為
す
。
心
と
は
、
仏
の
別
名
に
し
て
、
百
千
異
号
有
る
も
、
体
は
唯
だ
そ
れ
一
な
り
。
本
と
形
状
無
く
、
青

黄
赤
白
、
男
女
等
の
相
に
非
ず
。
天
に
在
れ
ど
天
に
非
ず
、
人
に
在
れ
ど
人
に
非
ず
。
而
も
天
を
現
じ
人
を
現
ず
。
能
く
男

な
り
能
く
女
な
り
。
非
始
非
終
、
無
生
無
滅
な
る
が
故
、
霊
覚
之
性
と
号
す
。」（T

51,269b

）。
弘
辯
は
「
戒
と
は
何
か
」
の

問
い
に
「
非
を
防
ぎ
、
悪
を
止
む
、
之
を
戒
と
謂
う
」（269b

）
と
答
え
る
凡
僧
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
『
悟
性
論
』『
血
脈
論
』
を
、
常
盤
大
定
は
「
と
も
に
短
い
が
、
全
編
こ
れ
体
験
を
通
し
て
円
成
し
充
実
し

た
思
想
を
圧
縮
し
て
鍛
成
せ
る
金
玉
の
格
言
集
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
㉞
」
と
い
う
。
柳
田
聖
山
は
「
馬
祖
を
祖
と
す
る
、
新

し
い
禅
仏
教
の
運
動
は
、
む
し
ろ
、
達
磨
語
録
の
空
の
論
理
を
再
編
し
、
そ
の
実
践
を
強
力
に
推
進
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
っ
た
。『
血
脈
論
』
の
見
性
と
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
㉟
」
と
い
う
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。

神
会
の
多
く
の
書
や
『
大
乗
無
生
方
便
門
』、『
歴
代
法
宝
記
』
は
敦
煌
に
隠
さ
れ
て
伝
わ
ら
ず
、『
観
心
（
破
相
）
論
』

『
悟
性
論
』『
血
脈
論
』
は
日
本
で
も
栄
西
、
道
元
な
ど
の
批
判
が
あ
り
、
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
馬
祖
系
の
『
宝
林
伝
』
は
、

長
ら
く
伝
わ
ら
ず
、
現
在
も
全
十
巻
中
、
巻
七
・
九
・
十
は
欠
本
で
あ
り
、
中
国
四
祖
以
降
の
部
分
は
な
い
。
逸
文
も
五
つ
の

文
献
に
散
在
し
て
㊱
『
宝
林
伝
』
と
し
て
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
伝
わ
れ
ば
、
そ
れ
も
馬
祖
の
洪
州
宗
の
正
統
性
を
主
張
す

る
も
の
と
な
ろ
う
。
系
図
で
正
統
と
さ
れ
る
よ
う
な
禅
は
本
物
で
は
あ
る
ま
い
。
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【
注
釈
】

⑴
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
２
１
号
（
１
９
９
５
）
で
、
諸
宗
派
の
教
学
の
遷
移
に
し
た
が
っ
て
、
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑵
大
竹
晋
『
大
乗
起
信
論
成
立
問
題
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
２
０
１
７
）

⑶
入
矢
義
高
編
『
馬
祖
の
語
録
』
７
１
頁
、（
禅
文
化
研
究
所
、
１
９
８
４
）

⑷
西
口
芳
男
氏
よ
り
薬
山
碑
文
（『
全
唐
文
』
５
３
６
）
に
薬
山
が
馬
祖
に
嗣
い
だ
こ
と
が
見
え
る
、
と
の
指
摘
を
受
け
た
が
、
そ
の
碑
文

に
つ
い
て
は
真
偽
が
い
ろ
い
ろ
争
わ
れ
て
い
る
。（
賈
晋
華
『
古
典
禅
研
究
』〈
汲
古
書
院
、
２
０
１
７
〉）

⑸
ぺ
リ
オ
本
四
種
、
北
京
本
、
石
井
本
が
あ
る
が
、
ぺ
リ
オ
本
２
０
４
５
は
「
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
」、
同
２
８
８
５
「
達
摩
和
尚

絶
観
論
」
と
題
す
。
柳
田
聖
山
「
絶
観
論
の
本
文
研
究
」
６
６
、６
７
頁
『
禅
学
研
究
』
５
８
号
、
１
９
７
０

⑹
西
口
芳
男
「
上
圖
１
３
８
Ｖ
仏
教
問
答
と
『
頓
悟
真
宗
論
』」、『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
２
５
号
、
２
０
０
０
。
以
下
引
用
は
西
口
と
略

記
し
、
頁
番
号
の
み
記
す
。

⑺
柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
Ⅰ
』
２
５
頁
（
筑
摩
書
房
『
禅
の
語
録
２
』、
１
９
７
１
）。
以
下
柳
田
と
略
記
し
、
頁
番
号
の
み
記
す
。

⑻
柳
田
、
前
引
書
、
３
０
頁

⑼
拙
著
『
イ
ン
ド
仏
教
と
初
期
禅
宗
の
坐
禅
と
覚
り
』（
学
術
研
究
出
版
、
２
０
２
１
）
第
三
部
第
二
章

⑽
瀧
瀬
尚
純
「『
澄
心
論
』
再
読
考
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
５
５
―
１
号
、
２
０
０
６

⑾
敦
煌
本
は
七
種
あ
り
、「
蘄
州
忍
和
尚　

道
凡
趣
聖
悟
脱
宗
修
心
要
論
」
と
題
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
大
正
蔵
に
は
『
禅
門
撮
要
』

所
収
『
最
上
乗
論
』（48,N

o.2011

）
を
入
れ
る
。

⑿
柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
８
１
頁
、「
禅
文
化
研
究
所
研
究
報
告
」
第
一
冊
、
禅
文
化
研
究
所
、
１
９
６
７

⒀
『
宗
鏡
録
』
に
は
、
あ
き
ら
か
に
『
修
心
要
論
』
の
言
葉
と
し
て
「
如
先
徳
云
、
夫
修
道
之
体
自
識
、
常
身
本
来
清
浄
、
不
生
不
滅
。

…
…
不
失
正
念
、
我
所
心
滅
。」（588b

）
と
出
る
ほ
か
、『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
二
度
出
る
。
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⒁
柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
８
５
頁

⒂
拙
前
掲
書
、
第
三
部
第
三
章
「
慧
能
と
仏
性
」

⒃
楊
曾
文
『
神
會
和
尚
禅
話
録
』（
中
華
書
局
、
２
０
２
２
）（
）
内
の
数
字
は
そ
の
頁
数
。

⒄
唐
代
語
録
研
究
班
編
『
神
会
の
語
録　

壇
語
』（
禅
文
化
研
究
所
、
２
０
０
６
）〔
〕
内
の
番
号
は
こ
の
書
に
よ
る
。

⒅
河
合
泰
弘
「『
北
宗
五
方
便
』
と
そ
の
周
辺
」『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
２
４
号
、
２
６
１
頁
、
１
９
９
３

⒆
河
合
泰
弘　

前
引
書　

２
７
６
頁

⒇
前
引
書　

２
６
１
頁　

引
用
元
の
論
文
で
は
漢
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
書
き
下
し
た
。

㉑
前
引
書　

２
７
７
頁

㉒
「
破
相
論
」
は
西
口
芳
男
「
敦
煌
写
本
七
種
対
照
『
観
心
論
』」（『
禅
学
研
究
』
７
４
号
、
１
９
９
６
）
の
龍
谷
本
に
近
い
。

㉓
神
尾
弌
春
「
観
心
論
私
考
」（『
宗
教
研
究
』
新
９
―
５
号
、
１
９
３
２
）
に
よ
る
。

㉔
柳
田
聖
山
「
語
録
の
歴
史
―
禅
文
献
の
成
立
史
的
研
究
」『
東
方
学
報
』
５
７
号
、
２
６
７
頁
、 

１
９
８
５

㉕
柳
田
聖
山
、
前
引
書
、
２
６
５
頁

㉖
程
正
「『
大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
』
の
依
拠
文
献
に
つ
い
て
」『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
６
９
号
、
２
０
１
４

㉗
筑
摩
書
房
、
１
９
７
６
（
以
下
柳
田
Ⅱ
と
略
記
し
て
頁
数
を
示
す
）

㉘
早
く
円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
、
鎌
倉
期
の
日
本
達
磨
宗
が
用
い
て
い
る
。

㉙
「
若
し
本
よ
り
清
浄
・
本
よ
り
解
脱
に
し
て
お
の
ず
か
ら
是
れ
仏
、
お
の
ず
か
ら
是
れ
禅
道
の
解
を
執し
ゅ
うせ
ば
、
即
ち
自じ

然ね
ん

外
道
に
属
す
」

『
古
尊
宿
語
録
』
巻
二
（X

68,p10c

）

㉚
常
盤
大
定
は
、
こ
れ
と
羅
什
『
坐
禅
三
昧
経
』
の
「
無
明
を
以
て
本
性
清
浄
と
為
し
、
無
明
の
性
を
了
ず
れ
ば
変
じ
て
明
と
な
る
」
と

同
じ
意
味
で
あ
る
と
い
う
。「
見
性
の
思
想
的
考
察
―
達
磨
大
師
『
血
脈
論
』・『
悟
性
論
』・『
観
心
論
』
を
中
心
と
し
て
」
１
６
頁
（『
哲
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学
』
１
１
号
１
６
頁
、
１
９
３
３
）
だ
が
、
羅
什
は
い
う
、「
実
法
あ
る
こ
と
な
し
。
無
明
の
性
も
爾
り
。
無
明
の
性
を
了
ず
れ
ば
、
則

ち
変
じ
て
明
と
為
る
。
一
一
之
を
推
す
に
痴
は
不
可
得
な
り
。
云
何
が
無
明
は
行
を
縁
ず
る
や
。
虚
空
の
如
き
は
、
不
生
不
滅
不
有
不

尽
に
し
て
本
性
清
浄
な
り
。
無
明
も
亦
た
か
く
の
如
し
。
乃
至
、
生
は
縁
な
り
。
老
死
亦
た
爾
り
。
菩
薩
は
か
く
の
如
く
十
二
因
縁
を

観
ず
。」（T

15,285a

）。
す
な
わ
ち
「
以
て
本
性
清
浄
と
為
し
」
で
は
な
く
、
無
明
も
本
性
清
浄
な
虚
空
と
同
じ
く
実
有
で
は
な
い
か

ら
、
そ
の
性
を
悟
っ
て
、
変
わ
れ
ば
明
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

㉛
通
然
「『
悟
性
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
―
『
心
』
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
６
７
―
１
、２
０
１
８
。
そ
こ
に
柳

田
の
説
も
引
か
れ
る
。

㉜
柳
田
聖
山
、
筑
摩
書
房
、
１
９
９
６

㉝
『
二
入
四
行
論
』
長
巻
子
の
９
か
ら
４
９
ま
で
は
慧
可
の
語
録
で
あ
る
。
拙
前
掲
書
第
三
部
二
章
２
３
５
〜
３
２
８
頁

㉞
常
盤
大
定
、
前
引
書
（
注
㉚
）
３
頁

㉟
柳
田
聖
山
「
語
録
の
歴
史
」（
既
出
）
２
７
４
頁

㊱
田
中
良
昭
『
宝
林
伝
訳
注
』
９
頁
、
内
山
書
店
、
２
０
０
３

　


